
清水わき 心ふれあう 嘉島町

○嘉島町議会　　　　　　　　
　６月定例会・町政報告…②～③
○町災害対策会議………………④
○「人権の集い」11月７日…⑤

主な内容 ○７月17日社明パレード……⑤
○進出企業連絡協議会総会……⑥
○日赤救急災害講習会…………⑥
○食生活改善推進員表彰………⑦
○一般男女バレー大会…………⑧
○嘉島中スクールコンサート…⑨

○健康・生活リズム特集………⑩
○水の郷まつり８月１日………⑪
○お知らせ情報館…………⑭～㉒
○人権シリーズ…………………㉓
○熱中症に注意！………………㉔
○子ども自転車大会……………㉘

7
年

平成 年
2015

7
年

平成 年
2015

No.500No.500

上：左から、東小、西小の
水泳授業。雨の中で
も児童は元気いっぱい。

右：上六嘉・西田英生さん
宅のハナショウブ

中央：町民会館図書室でな
かよく本を読む嘉島

　　幼稚園の園児たち。
下：左から、町一般男女
バレーボール大会で
優勝した、男子４連
覇の上島体協チーム
と女子５連覇の鯰体
協チーム



平
成
 
年
第
２
回
嘉
島
町
議
会
定
例
会

９
議
案
を
可
決
、
承
認
、
同
意

地
方
創
生
、
広
域
農
場
な
ど
報
告

【
主
な
条
例
と
補
正
予
算
】

○ 

国
の
新
教
育
制
度
施
行
に
伴
う
、

教
育
委
員
長
の
廃
止
と
教
育
長

の
役
割
を
定
め
る
条
例
の
制
定

○ 

町
総
合
運
動
公
園
の
管
理
棟
完

成
に
伴
い
、
公
園
施
設
を
一
体
的

に
管
理
・
運
営
す
る
条
例
の
制

定
○ 

嘉
島
西
小
学
校
通
学
路
整
備
の

た
め
の
測
量
設
計
委
託
料
５
７

３
万
５
千
円

　

平
成
27
年
第
２
回
嘉
島
町
議
会

定
例
会
は
６
月
５
日
か
ら
８
日
ま

で
開
催
。
27
年
度
一
般
会
計
予
算

に
１
７
１
５
万
円
を
追
加
し
て
総

額
41
億
５
７
２
９
万
２
千
円
と
す

る
補
正
予
算
案
な
ど
９
議
案
を
審

議
、
原
案
通
り
可
決
、
承
認
、
同

意
し
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
と
な
っ
た
町
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
は
、
中

島
敬
也
さ
ん
、
渕
上
昭
六
さ
ん
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
※
４
㌻
参
照

　

荒
木
町
長
は
３
月
定
例
会
以
降

の
主
な
町
の
動
き
と
し
て
、
町
行

財
政
運
営
委
員
会
の
設
置
や
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
な
ど
を
報
告

し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
中
津
芳
春
、
森

田
義
雄
、
鍋
田
平
、
富
山
勝
の
４

議
員
が
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
券
支
給

年
齢
の
引
き
上
げ
や
、
消
防
団
員

Ｏ
Ｂ
の
活
用
、
町
民
会
館
図
書
室

の
充
実
、
町
の
高
齢
者
健
康
対
策

な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
詳

し
い
内
容
は
、「
議
会
だ
よ
り
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
政
報
告

荒
木
町
長

　

麦
の
刈
り
入
れ
が
梅
雨
入
り
と

重
な
り
、
農
家
に
と
っ
て
は
大
変
に

な
っ
た
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
今
年

の
梅
雨
も
災
害
が
な
い
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
口
永
良
部
島
の
噴
火
や

小
笠
原
沖
の
地
震
、
箱
根
の
立
ち

入
り
規
制
、
さ
ら
に
阿
蘇
山
の
噴

火
も
続
い
て
い
て
、
日
本
列
島
の
地

下
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
心
配

で
、
大
き
な
災
害
に
な
ら
な
い
よ

う
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

３
月
議
会
か
ら
の
町
の
主
な
動

き
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

 

イ
ン
フ
ラ
（
加
勢
川
改
修

 

事
業
）
の
ス
ト
ッ
ク
効
果

　

国
土
交
通
省
は
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
で
発
展
し
た
事
例
の
一
つ
と
し

て
、
嘉
島
町
の
加
勢
川
改
修
事
業

を
全
国
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
く
ら
し
と
経
済
を
支
え
る
イ

ン
フ
ラ
」
を
テ
ー
マ
に
、
嘉
島
町

を
含
む
全
国
13
カ
所
を
選
定
し
、

本
省
ロ
ビ
ー
に
４
月
６
日
か
ら
17

日
ま
で
、
九
州
地
方
整
備
局
に
６

月
１
日
ま
で
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

嘉
島
町
の
パ
ネ
ル
は
「
堤
防
で

き
た
！
商
工
業
団
地
が
う
ま
れ

た
！
」
の
見
出
し
で
紹
介
さ
れ
、

私
た
ち
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
、
町
が
発
展
す
る

た
め
の
公
共
事
業
の
重
要
性
を
あ

ら
た
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
嘉
島
町
行
財
政
運
営

　

委
員
会
」
の
設
置

　

本
年
４
月
に
「
嘉
島
町
行
財
政

運
営
委
員
会
」
を
設
置
い
た
し
ま

し
た
。

　

本
町
は
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、

安
定
的
な
行
政
運
営
に
努
め
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
、
東
部
台
地
開

発
な
ど
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推

進
す
る
上
で
、
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
運
営
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
長
期
的

に
ま
た
安
定
し
た
行
財
政
を
運
営

す
る
た
め
の
指
針
と
し
て
、「
緊

急
行
財
政
運
営
計
画
」
を
策
定
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

地
方
創
生
・
先
行
型

「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

 

の
発
行

　

昨
年
度
の
国
の
補
正
予
算
対
応

で
あ
る
「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援
交
付
金
制
度
」
に
よ
り
、
地

域
消
費
喚
起
型
と
し
て
20
％
の
プ

27
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レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
、
嘉
島

町
商
工
会
に
委
託
し
て
、
７
月
21

日
か
ら
販
売
す
る
予
定
で
す
。

　

内
容
は
、
５
０
０
円
券
12
枚
つ

づ
り
、
６
千
円
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を

５
千
円
で
１
万
セ
ッ
ト
販
売
し
、

１
人
３
セ
ッ
ト
を
上
限
と
し
ま
す
。

　

就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

に
つ
い
て
は
子
育
て
支
援
と
し
て
、

子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
セ
ッ
ト
を

３
千
円
で
販
売
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
広
報
誌
や
チ
ラ
シ
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
（
地
方
創
生
）
ま
ち
・

　

ひ
と
・
し
ご
と
創
生

　

本
年
３
月
に
「
嘉
島
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
を
設

置
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

お
よ
び
平
成
31
年
度
ま
で
の
５
カ

年
間
の
「
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、

そ
の
戦
略
に
沿
っ
た
施
策
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附（
納
税
）

　

制
度
の
取
り
組
み

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
内
容
の
充

実
な
ど
、
強
化
を
図
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

寄
附
者
へ
の
返
礼
品
は
、
町
関

連
の
大
豆
焼
酎
、
米
、
季
節
の
野

菜
、
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
、
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
、
小
岱
焼
な
ど

の
中
か
ら
選
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

寄
附
額
が
高
額
に
な
る
に
つ
れ
て

低
率
に
は
な
り
ま
す
が
、
寄
附
額

の
約
３
割
相
当
の
品
を
贈
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
運
動
公
園
の

　

整
備
と
利
用
状
況

　

嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
は
、
管

理
室
、
会
議
室
、
多
目
的
室
、
更

衣
・
シ
ャ
ワ
ー
室
な
ど
を
備
え
た

管
理
棟
の
建
築
を
進
め
て
お
り
、

６
月
下
旬
に
完
成
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
度
中
に
人
工
芝

仕
様
に
よ
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
２
面

と
、
築
堤
へ
上
り
下
り
が
で
き
る

ス
ロ
ー
プ
の
設
置
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
駐
車
場
が
不
足
し
て

い
る
た
め
、
公
園
西
側
に
増
設
の

計
画
を
進
め
ま
す
。

　

利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
多
目

的
競
技
場
は
主
に
サ
ッ
カ
ー
競
技

で
学
生
、
一
般
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年

代
で
連
日
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
球
場
は
、
町
内
外
の
各
種
団
体

の
ほ
か
、
県
、
熊
本
市
、
上
益
城

郡
の
各
野
球
連
盟
主
催
の
大
会
会

場
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
総
合
運
動
公
園

の
使
用
料
収
入
は
、
当
初
の
予
想

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

広
域
農
場
の
推
進

　

米
を
中
心
と
し
た
土
地
利
用
型

農
業
の
競
争
力
強
化
を
図
る
県

の
「
く
ま
も
と
土
地
利
用
型
農
業

競
争
力
強
化
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

５
月
18
日
、
各
集
落
推
薦
の
委
員

30
人
に
よ
る
「
か
し
ま
広
域
農
場

農
業
生
産
法
人
設
立
準
備
委
員

会
」
の
設
置
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

準
備
委
員
会
は
今
後
、
法
人
規

約
、
設
立
等
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

を
検
討
、
協
議
さ
れ
、
農
家
の

方
々
に
法
人
設
立
の
趣
旨
の
説
明
、

聞
き
取
り
等
を
進
め
て
い
か
れ
る

予
定
で
す
。

　

平
成
28
年
３
月
の
「（
仮
称
）

か
し
ま
広
域
農
場
農
業
生
産
法

人
」
設
立
を
目
標
と
さ
れ
て
お
り
、

町
は
上
益
城
農
協
や
県
と
と
も
に
、

法
人
設
立
を
支
援
し
、
実
現
を
目

指
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

の
開
所

　

平
成
26
年
度
に
旧
保
健
セ
ン

タ
ー
を
改
修
、
整
備
し
、「
嘉
島

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
４

月
１
日
に
開
所
い
た
し
ま
し
た
。

　

館
内
の
１
階
は
、
じ
ゅ
う
た
ん

と
畳
敷
き
に
遊
具
を
設
置
し
、
屋

外
に
は
人
工
芝
や
砂
場
な
ど
遊
べ

る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
も
設
置
し
て
お
り
、
子
育

て
支
援
の
利
便
性
が
向
上
し
た
も

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

㈱
ハ
タ
ノ
地
鎮
祭

　

株
式
会
社
ハ
タ
ノ
の
新
工
場
建

設
工
事
着
工
に
伴
う
地
鎮
祭
が
４

月
４
日
に
行
わ
れ
、
川
上
議
長
、

地
元
の
清
﨑
、
川
野
議
員
は
じ
め

関
係
者
の
皆
様
と
と
も
に
出
席
し

ま
し
た
。

　

工
場
は
本
年
秋
ご
ろ
の
完
成
予

定
で
、
地
元
雇
用
も
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
工
場
レ
ス
ト

　

ラ
ン
の
改
装
オ
ー
プ
ン

　

サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場
に

併
設
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ザ
・
プ

レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ　

タ
ッ
プ

バ
ー
・
レ
ス
ト
ラ
ン
阿
蘇
」
が
５

月
27
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
い
た
し
ま
し
た
。

　

販
売
好
調
の
ビ
ー
ル
「
ザ
・
プ

レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ
」
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
地
ビ
ー
ル
や
地
元
産

の
食
材
を
使
っ
た
料
理
も
提
供
さ

れ
て
お
り
、
地
産
地
消
の
面
か
ら

も
地
元
に
貢
献
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

を
機
に
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の

方
々
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
嘉
島

町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
な
ら
ば
、

と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
民
会
館
の
名
称
決
定

　

と
利
用
状
況

　

嘉
島
町
民
会
館
の
名
称
募
集
は

１
０
７
件
の
応
募
が
あ
り
、
３
月

31
日
に
町
公
民
館
運
営
協
議
会
委

員
で
作
る
選
定
委
員
会
で
検
討
し

た
結
果
、「
ア
ク
ア
」
と
決
定
し

ま
し
た
。

　

採
用
さ
れ
た
「
ア
ク
ア
」
に
は

２
人
の
応
募
が
あ
り
、
４
月
７
日

に
記
念
品
及
び
認
定
証
を
贈
呈
い

た
し
ま
し
た
。

　

利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
昨
年

４
月
の
開
館
以
降
、
各
種
講
演
会
、

研
修
会
、
音
楽
・
舞
踊
・
ダ
ン
ス

の
発
表
会
な
ど
、
町
内
外
の
多
く

の
方
に
利
用
さ
れ
、
平
成
26
年
度

は
１
３
０
件
、
使
用
料
収
入
も
当

初
予
想
を
大
幅
に
上
回
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
予
約
状
況
は
、
５
月

末
日
で
１
０
１
件
と
順
調
な
申
し

込
み
状
況
で
す
。
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嘉
島
町
災
害
対
策
会
議
及
び
水

防
協
議
会
は
６
月
11
日
、
役
場
会

議
室
で
開
催
、
平
成
27
年
度
の
災

害
対
策
要
綱
、
災
害
救
助
計
画
書
、

水
防
計
画
書
を
承
認
し
ま
し
た
。

同
日
は
大
雨
洪
水
警
報
が
発
表
中

で
、
矢
形
川
や
加
勢
川
の
水
位
上

昇
を
警
戒
す
る
中
で
の
会
議
と
な

り
、
参
加
者
は
万
一
に
備
え
て
災

害
対
応
を
一
層
徹
底
す
る
こ
と
を

申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
の
実
働
部
隊
に
な

る
町
消
防
団
は
じ
め
、
嘱
託
員
、

交
通
指
導
員
、
婦
人
会
、
役
場
各

課
長
の
ほ
か
、
上
益
城
消
防
本
部
、

県
上
益
城
地
域
振
興
局
な
ど
関
係

機
関
も
出
席
し
ま
し
た
。

　

本
部
長
の
荒
木
町
長
は
「
警
報

発
令
下
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
梅

雨
本
番
を
前
に
今
日
の
会
議
開
催

を
決
め
ま
し
た
。
鯰
地
区
の
一
部

で
は
道
路
冠
水
も
報
告
さ
れ
て
い

る
が
、
河
川
改
修
の
進
展
で
以
前

と
は
比
べ
よ
う
も
な
い
ほ
ど
の
一

部
被
害
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
災
害
は
水
害
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
台
風
、
地
震
な
ど

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
で
き
る
よ

う
会
議
で
確
認
し
た
い
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
の
対
策
本
部
設
置

や
各
対
策
班
の
分
掌
、
情
報
収
集

と
町
民
へ
の
伝
達
な
ど
を
定
め

た
「
災
害
対
策
要
綱
」
や
救
助
計

画
、
水
防
計
画
を
担
当
課
長
が
説

明
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
夏
は
天
候
不
順
！

　

嘉
島
町
を
含
む
九
州
北
部
地
方

は
６
月
２
日
に
梅
雨
入
り
。
６
月

の
雨
量
は
平
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

福
岡
管
区
気
象
台
の
３
カ
月
予
報

に
よ
る
と
、
今
夏
は
天
候
不
順
を

予
想
。
７
月
は
平
年
に
比
べ
て
曇

り
や
雨
の
日
が
多
く
、
降
水
量
は

平
年
並
み
ま
た
は
多
い
確
率
と
も

40
％
。
８
月
は
晴
れ
の
日
が
少
な

く
、
不
安
定
な
天
候
。
９
月
は
数

日
の
周
期
で
天
気
が
変
わ
り
そ
う

で
す
。

　

熊
本
県
は
、
年
降
水
量
の
４
割

が
梅
雨
期
間
に
集
中
し
、
近
年
は

短
時
間
の
強
い
雨
が
増
え
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

従
来
の
警
報
を
は
る
か
に
超
え

る
豪
雨
な
ど
が
予
想
さ
れ
、
重
大

な
災
害
の
危
険
性
が
著
し
く
高

ま
っ
て
い
る
場
合
に
出
さ
れ
る

「
特
別
警
報
」
も
、
最
近
は
発
表

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
出
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
自
衛
隊
父
兄
会
総
会
は

５
月
29
日
、
嘉
島
湯
元
水
春
で
開

か
れ
、
27
年
度
計
画
・
予
算
案
な

ど
を
審
議
、
承
認
し
ま
し
た
。

　

西
山
多
喜
男
会
長
は
「
自
衛
隊

を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
、
隊

員
の
募
集
等
に
影
響
が
な
い
か
心

配
だ
が
、
一
人
で
も
多
く
入
隊
者

が
で
る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
、
吉
住
浩
史
・

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
宇
城

募
集
案
内
所
長
は
「
嘉
島
町
か
ら

一
人
で
も
多
く
入
隊
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

災
害
派
遣
や
国
防
活
動
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
す
る
自
衛

隊
員
。
父
兄
会
員
の
気
苦
労
は
絶

え
ま
せ
ん
が
、
総
会
後
の
懇
親
会

は
、
有
意
義
な
意
見
交
換
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
、
三
郎
無
田
の
中
島

敬
也
さ
ん
と
西
村
の
渕
上
昭
六
さ

ん
が
６
月
町
議
会
で
引
き
続
き
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
の
評
価
に
関
し
て
不

服
申
し
立
て
が
あ
っ
た
と
き
、
委

員
会
を
開
い
て
審
査
し
ま
す
。
任

期
は
３
年
で
す
。

　

中
島
さ
ん
は
５
期
目
。
現
在
、

町
社
会
教
育
委
員
や
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
長
も
務
め
て
い
ま
す
。

　

渕
上
さ
ん
は
２
期
目
。
元
町
職

員
で
税
務
課
長
を
務
め
ま
し
た
。

町
災
害
対
策
会
議
・
水
防
協
議
会

町
災
害
対
策
会
議
・
水
防
協
議
会

警
報
下
の
会
議
開
催

警
報
下
の
会
議
開
催

災
害
対
応
を
徹
底

災
害
対
応
を
徹
底

荒木町長

あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
対
応
を
申
し
合

わ
せ
た
対
策
会
議

渕上昭六さん 中島敬也さん

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

　

 

中
島 

敬
也
さ
ん
（
三
郎
無
田
）

 　

渕
上 

昭
六
さ
ん
（
西　
　

村
）

一
人
で
も
多
く
入
隊
を

町
自
衛
隊
父
兄
会
総
会
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万
引
き
・
車
上
狙
い
な
ど
発
生

　

嘉
島
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

の
平
成
27
年
度
総
会
は
６
月
11
日
、

町
民
会
館
で
開
催
。
本
年
度
の

「
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い
」

は
11
月
７
日
に
町
民
会
館
ホ
ー
ル

「
ア
ク
ア
」
で
開
き
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
広
く
多
く
の
参
加
を
呼
び

か
け
る
こ
と
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
教
育
委
員
、
学
校
長
、

人
権
擁
護
委
員
の
ほ
か
、
町
議
会

や
老
人
会
、
婦
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
各
種
団
体
の
代
表
43
人
で
組
織
。

「
社
会
教
育
」「
学
校
教
育
」「
就

学
前
教
育
」「
進
路
保
障
」
の
４

部
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
工
藤
教
育
長
は
、「
い

ま
だ
に
多
く
の
差
別
事
案
が
起
き

て
い
ま
す
。
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
、

障
が
い
者
施
設
で
の
虐
待
な
ど
、

な
ぜ
な
く
な
ら
な
い
の
か
。
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
、
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
し
、
人

権
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
「
町
民
の
集
い
」
は
11
回
目
。

小
中
学
生
の
人
権
に
関
す
る
発
表

が
あ
り
、
水
俣
病
資
料
館
の
語
り

部
・
杉
本
肇
さ
ん
に
よ
る
講
演
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

各
部
会
は
年
間
を
通
じ
て
研
究

会
や
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。　

　

嘉
島
町
の

社
会
を
明
る

く
す
る
運
動

実
施
委
員
会

は
６
月
23
日
、

役
場
で
会
議

を
開
き
、
７

月
17
日
に
町

内
啓
発
パ

レ
ー
ド
を
実

施
す
る
こ
と

な
ど
を
決
め

ま
し
た
。

　

会
議
に
は

町
内
各
団
体

の
代
表
な
ど

約
20
人
が
出

席
。
会
長
の

荒
木
町
長
は

「
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

は
雇
用
も
大
事
。
地
域
の
皆
さ
ん

へ
の
啓
発
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

７
月
の
「
第
65
回
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
強
調
月
間
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
、「
犯
罪
と
非
行
を

防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
チ

カ
ラ
」。
期
間
中
は
、
御
船
署
管

　

御
船
署
嘉
島
交
番
の
陶
山
所
長

は
町
内
の
犯
罪
発
生
状
況
を
報
告
。

今
年
に
入
っ
て
町
内
の
量
販
店
を

中
心
に
万
引
き
事
案
が
増
加
。
５

月
以
降
は
無
施
錠
の
車
か
ら
現
金

が
盗
ま
れ
る
車
上
狙
い
や
、
わ
い

せ
つ
事
案
も
発
生
。
益
城
町
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
は
置
き
引
き
事
案

が
起
き
て
お
り
、
町
総
合
運
動
公

園
な
ど
で
の
大
会
開
催
時
の
注
意

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
の
幼
稚
園
、
小
中
学
校

教
職
員
の
全
員
研
修
会
は
６
月
10

日
、
町
民
会
館
で
開
催
。
荒
木
町

長
を
講
師
に
迎
え
、
町
発
展
の
経

過
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
、
昭
和
62
年
の
町

長
就
任
後
、
熊
本
市
と
の
合
併
が

実
現
せ
ず
、「
自
分
た
ち
の
町
は

自
分
た
ち
で
」
と
ま
ち
づ
く
り
基

本
構
想
を
ま
と
め
た
こ
と
。
河
川

改
修
の
進
展
に
伴
い
、
サ
ン
ト

リ
ー
熊
本
工
場
や
イ
オ
ン
モ
ー
ル

熊
本
な
ど
の
企
業
誘
致
、
区
画
整

理
事
業
な
ど
の
歩
み
を
、
航
空
写

真
や
裏
話
を
交
え
て
伝
え
ま
し
た
。

　

先
生
た
ち
に
は
「
町
を
離
れ
て

も
、
い
つ
も
故
郷
に
思
い
を
は
せ

る
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

工藤教育長

町
長
迎
え
て

町
発
展
経
過
を
学
習

　
　

町
教
職
員
研
修
会

「
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い
」

11
月
７
日
、
町
民
会
館
で
開
催

　
　

町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

　
　

広
く
多
く
の
参
加
呼
び
か
け

第 65 回社会を明るくする運動
７月17日に町内パレード

　　運動実施委員会

内
の
啓
発
パ
レ
ー
ド
が
７
月
７
日

に
益
城
町
役
場
発
着
で
行
わ
れ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
夏
休
み
中
に

は
各
団
体
共
同
で
夜
間
の
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
３
回
実
施
す
る
こ
と

な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

荒木町長
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嘉
島
町
進
出
企
業
連
絡
協
議
会

は
６
月
19
日
、
平
成
27
年
度
総
会

を
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で
開
き
、

清
永
邦
夫
会
長
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
新
会
長
に
熊
本
南
工
業
団
地

協
同
組
合
の
富
田
恭
司
理
事
長
を

選
出
。
環
境
美
化
や
交
通
安
全
運

動
の
推
進
な
ど
を
含
む
事
業
計
画

を
承
認
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
、
熊
本
南
工
業
団
地
、

嘉
島
リ
バ
ゾ
ン
な
ど
へ
の
進
出
企

業
54
社
で
組
織
し
て
い
ま
す
。

　

清
永
会
長
は
、「
互
い
に
切
磋

琢
磨
し
て
地
域
の
発
展
に
寄
与

富田新会長荒木町長

新
会
長
に
富
田　
　
　
　

理
事
長

嘉
島
町
進
出
企
業

連
絡
協
議
会
総
会

熊
本
南

工
業
団
地

し
た
い
」。
顧
問
の
荒
木
町
長
は
、

「
進
出
企
業
の
皆
さ
ん
の
発
展
が

町
の
発
展
に
つ
な
が
る
。
地
方
版

総
合
戦
略
も
知
恵
を
結
集
し
て
作

り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
県
企
業

立
地
課
の
内
藤
美
恵
審
議
員
は
、

「
嘉
島
町
は
富
を
生
む
い
い
循
環

が
で
き
て
い
る
町
」
と
、
県
内
の

企
業
誘
致
の
現
状
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
協
同
組
合
嘉

島
リ
バ
ゾ
ン
理
事
長
の
江
越
征
記

氏
を
新
副
会
長
に
選
び
ま
し
た
。

人命人命
救助救助

嘉島町地域婦人会の
救急災害講習会

強く！速く！
　　　絶え間なく !!

　

嘉
島
町
地
域
婦
人
会
（
廣
田
惠
子
会
長
）
は
６

月
２
日
、
事
故
や
災
害
に
備
え
て
赤
十
字
講
習
会

を
開
催
。
約
20
人
が
救
急
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支
部
の
坂
本

清
美
さ
ん
。「
急
病
人
や
ケ
ガ
人
に
遭
遇
し
た
ら
、

意
識
・
呼
吸
・
出
血
な
ど
を
確
認
し
、
意
識
や
呼

吸
障
害
を
起
こ
し
た
人
に
は
迷
わ
ず
胸
骨
圧
迫

を
。
１
分
間
に
１
０
０
回
、
強
く
、
速
く
、
絶
え

間
な
く
」
と
話
し
た
あ
と
、
自
動
体
外
式
除
細
動

器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
使
い
心
肺
蘇
生
法
に
つ
い
て
熱

心
に
指
導
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ダ
ミ
ー
人
形
を
相
手
に
真
剣
な
表

情
で
応
急
措
置
を
施
し
な
が
ら
、
命
を
救
う
知
識

と
技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
前
に
は
、
災
害
時
に
一
合
の
米
を
炊
け

る
包
装
食
袋
で
の
炊
き
出
し
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。 　

父
の
日
を
前
に
し
た
６
月
17
日
、

上
益
城
郡
内
や
城
南
町
の
酪
農
家

で
作
る
熊
乳
協
女
性
部
の
山
内
香

代
さ
ん
（
高
田
）
と
藤
木
陽
子
さ

ん
（
下
仲
間
）
が
、「
父
の
日
に

牛
乳
（
ち
ち
）
を
飲
ん
で
」
と
、

工
藤
教
育
長
に
牛
乳
を
贈
り
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
が
牛
乳
の
消
費
拡
大
を
目

的
に
毎
年
、
県
内
市
町
村
長
に

贈
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
町
長

が
不
在
で
教
育
長
に
。
熊
本
県
の

牛
乳
生
産
量
は
西
日
本
で
１
位
、

全
国
４
位
と
の
こ
と
。

　

藤
木
さ
ん
た
ち
は
、「
風
呂
上

が
り
の
ビ
ー
ル
の
代
わ
り
に
牛
乳

を
。
休
肝
日
に
も
牛
乳
を
」
と
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。

父
の
日
に

　

牛ち

ち乳
飲
ん
で
！

　
　

熊
乳
協
女
性
部
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左から、表彰された松岡さん、坂﨑さん、田尻さん

川津さん（右）の話を聴く委員

ボランティア連絡協代表者会議

　

嘉
島
町
の
食
生
活
改
善
推
進
員
の
、
松
岡
京

子
さ
ん
（
下
六
嘉
）、
坂
﨑
ユ
キ
エ
さ
ん
（
同
）、

田
尻
ノ
ブ
子
さ
ん
（
滝
河
原
）
の
３
人
が
５
月
、

熊
本
県
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
の
会

長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

３
人
は
栄
養
教
室
で
学
ん
で
平
成
２
年
か
ら

推
進
員
に
。「
町
民
の
健
康
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
学
校
や
地
域
の
食
育
・
栄
養
教
室
な
ど
で
、

乳
幼
児
や
小
中
学
生
、
高
齢
者
に
「
バ
ラ
ン
ス

よ
い
食
生
活
と
運
動
を
」
と
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　

３
人
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
て
今
も
現

役
で
活
躍
。「
活
動
を
通
じ
て
友
達
も
い
っ
ぱ

い
。
頑
張
れ
た
の
は
み
ん
な
の
お
か
げ
で
す
。

も
う
少
し
頑
張
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
の
高
齢
者
相
談
・
地
域

福
祉
委
員
会
（
上
田
和
男
委
員
長
、

18
人
）
は
６
月
８
日
、
県
金
融
広

報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
町
の
消
費
者

相
談
を
担
当
し
て
い
る
川
津
る
り

子
さ
ん
か
ら
、「
高
齢
者
の
消
費

者
被
害
」
の
実
態
を
学
び
ま
し
た
。

　

同
委
員
は
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
委
嘱
。
各
地
域
で
主
に
65
歳

以
上
の
方
を
定
期
的
に
訪
問
し
て

い
ま
す
。

　

川
津
さ
ん
は
、
還
付
金
や
融
資

保
証
金
詐
欺
、
架
空
請
求
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
社
債
詐
欺
な
ど
、
最
近

の
実
際
の
被
害
を
具
体
的
に
説
明
、

「
弁
護
士
が
騙
さ
れ
た
事
例
も
あ

る
」
と
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 　

嘉
島
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
（
津
出
悦
男
会
長
）
の
代
表

者
会
議
は
６
月
18
日
、
町
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
。
11
月
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
月
間
中
に
講
演
会
を
開
催

す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
、
平
成
28

年
度
に
上
益
城
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
か

れ
る
予
定
の
第
10
回
火
の
国
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
今
年
２
団
体
が

新
規
に
参
加
し
て
17
団
体
・
２
７

７
人
と
３
個
人
が
登
録
。
町
内
を

中
心
に
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
推
進
委
員
で

作
る
上
益
城
エ
コ
協
議
会
の
皆
さ

ん
が
６
月
８
日
、
嘉
島
町
公
民
館

で
、
家
庭
の
廃
食
油
の
石
け
ん
と
、

ゴ
キ
ブ
リ
退
治
の
ホ
ウ
酸
団
子
を

作
り
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
郡
内
５
町
の
７
人

で
構
成
。
環
境
を
テ
ー
マ
に
勉
強

会
や
施
設
見
学
、
イ
ベ
ン
ト
参
加

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
嘉
島
町
の
廣
田
惠

子
さ
ん
と
中
村
鈴
代
さ
ん
を
含
む

６
人
が
参
加
。
ホ
ウ
酸
団
子
は
小

麦
粉
や
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
を
混
ぜ
合

わ
せ
、
置
き
や
す
い
よ
う
に
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
に
盛
り
ま

し
た
。

熊本県食生活改善
推進員連絡協議会 会長表彰
今も現役「もう少し頑張ります」

松岡　京子さん（下六嘉）

坂﨑ユキエさん（下六嘉）

田尻ノブ子さん（滝河原）

高
齢
者
の

消
費
者
被
害
学
ぶ

 

町
高
齢
者
相
談
・

 

地
域
福
祉
委
員
会

11
月
に
講
演
会

 

嘉
島
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

連
絡
協
議
会
代
表
者
会
議

ゴ
キ
ブ
リ
退
治
の

ホ
ウ
酸
団
子
作
り

 

上
益
城
エ
コ
協
議
会
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嘉島町一般男女
バレーボール
大会

荒木町長　　松永さん（左）と佐藤さんの
　　選手宣誓

　

嘉
島
町
体
育
協
会
主
催
の
第
39

回
嘉
島
町
一
般
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
は
６
月
７
日
、
町
民
体
育

館
と
嘉
島
中
体
育
館
で
開
か
れ
、

男
子
は
上
島
体
協
が
４
連
覇
、
女

子
は
鯰
体
協
が
５
連
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。
※
表
紙
参
照

　

男
子
は
10
チ
ー
ム
、
女
子
は
８

チ
ー
ム
が
出
場
。
大
会
会
長
の
荒

木
町
長
が
「
麦
の
刈
り
入
れ
と
重

な
り
ま
し
た
が
、
大
会
参
加
に
感

謝
し
ま
す
。
け
が
の
な
い
よ
う
心

地
よ
い
汗
を
流
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
、
下
六
嘉
体
協
の
松

永
浩
典
さ
ん
と
鯰
体
協
の
佐
藤
美

　

平
成
27
年
度
嘉
島
町
軟
式
野
球

協
会
主
催
会
長
旗
大
会
は
６
月
７

日
、
町
総
合
運
動
公
園
野
球
場
で

決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
ウ
ィ
ー
ド
が

み
ご
と
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
５
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

行
わ
れ
、
互
い
に
準
決
勝
を
３

対
２
の
接
戦
で
勝
ち
上
が
っ
た

ウ
ィ
ー
ド
と
嘉
島
紳
士
が
対
戦
。

初
回
に
１
点
ず
つ
を
取
り
接
戦
が

予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、
中
盤
と
終

盤
に
追
加
点
を
あ
げ
た
ウ
ィ
ー
ド

が
４
対
１
で
制
し
、
嘉
島
紳
士
の

２
連
覇
を
阻
止
し
ま
し
た
。

　

第
40
回
嘉
島
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
会
長
旗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

は
５
月
11
日
に
開
幕
、
10
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
10
日
間
に
わ
た
り
町

営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

５
月
20
日
の
決
勝
戦
は
、
嘉
島

産
業
と
嘉
島
郵
便
局
の
顔
合
わ
せ
。

投
打
に
勝
る
嘉
島
産
業
が
初
回
か

ら
優
位
に
試
合
を
進
め
、
10
対
０

と
嘉
島
郵
便
局
を
寄
せ
付
け
ず
、

み
ご
と
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

男子・上島４連覇

女 子・ 鯰 ５ 連 覇

和
子
さ
ん
が
元
気
よ
く
選
手
宣
誓

し
ま
し
た
。

　

試
合
は
男
女
と
も
２
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
て
の
リ
ン
グ
戦
の
あ
と
、

各
上
位
２
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
に
進
出
。
ど
の
チ
ー
ム
も

楽
し
そ
う
な
声
を
あ
げ
な
が
ら
、

懸
命
の
プ
レ
ー
を
み
せ
、
大
き
な

歓
声
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　

２
位
以
下
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
男
子　

②
鯰
体
協
③
滝
河
原
体

協
、
上
六
嘉
体
協　

◇
女
子　

②
滝
河
原
体
協
③
上
六

嘉
体
協
、
下
六
嘉
体
協

優勝したウィード

楽しく懸命のプレーが展開された大会

優勝した嘉島産業

嘉
島
産
業　

優
勝

 

第
40
回
会
長
旗
争
奪

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ウ
ィ
ー
ド　

栄
冠

 

町
軟
式
野
球
協
会

会
長
旗
大
会
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嘉
島
中
学
校
ス
ク
ー
ル
コ
ン

サ
ー
ト
は
６
月
19
日
、
町
民
会
館

ホ
ー
ル
「
ア
ク
ア
」
で
開
か
れ
、

全
校
生
徒
と
保
護
者
、
町
民
な
ど

約
２
５
０
人
が
、
熊
本
市
の
オ
ペ

ラ
団
体「
ラ
ス
カ
ー
ラ
・
オ
ペ
ラ
協

会
」（
岩
本
貴
文
代
表
）の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
歌
手
に
よ
る
本
格
的
な

演
奏
と
歌
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
創
業
60
周
年

嘉
島
中
学
校

ル

嘉
島
中
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　

生
の
オ
ペ
ラ
歌
曲
を
鑑
賞

　
　

熊
本
市
の
団
体
が
上
演

ア
ル
ミ
缶
集
め

１
年
分
を
寄
付

　
　

嘉
島
西
小
学
校

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

本
に
親
し
み

マ
ナ
ー
学
ぶ 

嘉
島
幼
稚
園
の
年
長
児

町
民
会
館
図
書
室
訪
問

　

嘉
島
幼
稚
園
の
年
長
さ
く
ら
組

の
園
児
27
人
は
６
月
18
日
、
町
民

会
館
図
書
室
を
訪
問
。
紙
芝
居
や

大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
楽
し

ん
だ
後
、
好
き
な
本
を
自
分
で
選

ん
で
借
り
ま
し
た
。
※
表
紙
参
照

　

本
に
親
し
む
と
と
も
に
、
図
書

室
で
の
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
て
も

ら
お
う
と
い
う
狙
い
で
す
。
毎
月

１
回
訪
問
し
、
１
人
１
冊
ず
つ
借

り
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

園
児
た
ち
は
、
さ
っ
と
決
め
る

子
も
い
れ
ば
、
迷
っ
て
決
め
か
ね

る
子
も
い
ま
し
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー

に
き
ち
ん
と
並
び
、
借
り
た
本
を

さ
っ
そ
く
広
げ
て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
西
小
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ

ブ
（
竹
坂
美
咲
委
員
長
）
は
６
月

２
日
、
昨
年
４
月
か
ら
１
年
間
で

集
め
た
ア
ル
ミ
缶
を
換
金
し
た
７

８
１
１
円
を
、「
身
体
の
不
自
由

な
人
の
た
め
に
役
立
て
て
」
と
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
ま
し

た
。

　

部
員
は
５
、
６
年
生
14
人
。
放

送
や
チ
ラ
シ
で
児
童
に
呼
び
か
け
、

毎
月
13
日
に
集
め
、
き
れ
い
に

洗
っ
て
校
内
の
倉
庫
に
保
管
し
て

い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
フ
タ

も
集
め
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
を

通
じ
て
ユ
ニ
セ
フ
（
国
連
児
童
基

金
）
に
贈
っ
て
い
ま
す
。

を
迎
え
た
町
内
の
合
資
会
社
中
島

石
油
（
中
島
憲
行
社
長
）
の
「
中

学
生
に
生
演
奏
を
聴
い
て
も
ら
お

う
」
と
い
う
協
力
で
実
現
。
協
会

か
ら
歌
手
２
人
を
含
む
45
人
が
出

演
、「
椿
姫
」「
カ
ル
メ
ン
」
な
ど

か
ら
６
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
マ
イ
ク
を
使
わ

な
い
で
ホ
ー
ル
に
響
く
歌
声
や
緩

急
自
在
の
鮮
や
か
演
奏
に
盛
ん
な

拍
手
を
送
り
ま
し
た
。
３
年
生
２

人
と
先
生
２
人
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
指
揮
を
体
験
。
緊
張
し
な
が
ら

振
る
指
揮
棒
の
動
き
に
も
、
き
ち

ん
と
合
わ
せ
る
演
奏
技
術
に
歓
声

と
大
き
な
拍
手
が
起
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
会
場
の
全
員
で
「
ふ

る
さ
と
」
を
合
唱
。
３
年
生
の
前

田
彩
衣
さ
ん
は
、「
演
奏
と
歌
声

が
溶
け
合
い
、
聴
い
て
い
て
心
地

よ
か
っ
た
」
と
、
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

歌と演奏に聴き入る生徒たち

オーケストラを指揮する中村廉君（左）と林田久遠君

ラスカーラ・オペラ協会が出演した嘉島中スクールコンサート
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健
康
な
心
と
体
は
、

規
則
正
し
い

生
活
リ
ズ
ム
か
ら

　

嘉
島
町
の
国
保
特
定
健
診
結
果

で
は
、
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
町

民
の
皆
さ
ん
の
３
人
に
１
人
が

「
腹
囲
異
常
」、
つ
ま
り
肥
満
の
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
。
医
療
費
も
県

内
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
医
者

に
か
か
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

嘉
島
町
は
、
学
校
や
婦
人
会
、

老
人
会
な
ど
各
種
団
体
と
連
携
し

て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
あ
ら

ゆ
る
年
代
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
や
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
生
活

リ
ズ
ム
」。
健
康
で
元
気
な
暮
ら

し
は
、
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム

を
整
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
づ
く

り
活
動
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

役
場
会
議
室
で
５
月
27
日
開
か
れ
、
乳
児

期
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
て
健
診
や
予
防
接
種
、
健
康
教
室
な
ど

を
実
施
し
て
い
く
平
成
27
年
度
健
康
づ
く
り

事
業
計
画
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

御
船
保
健
所
の
小
宮
智
所
長
が
、「
子
ど

も
の
頃
か
ら
の
生
涯
を
通
じ
た
よ
り
よ
い
生

活
習
慣
の
た
め
に
〜
特
に
睡
眠
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

△ 
熊
本
県
民
の
平
均
寿
命
は
、
男
女
と
も

に
全
国
４
位
と
上
位
で
す
が
、
健
康
寿
命

（
支
障
な
く
日
常
生
活
を
過
ご
せ
る
寿
命
）

は
男
女
と
も
全
国
21
位
と
大
き
く
順
位
が

下
が
り
ま
す
。

● 

日
本
人
の
睡
眠
時
間
は
、
諸
外
国
に
比
べ

て
短
い
。

●
男
女
と
も
40
歳
代
の
30
％
以
上
が
睡
眠
に

よ
る
休
養
を
と
れ
て
い
な
い
。

●
児
童
・
生
徒
は
男
女
と
も
30
％
以
上
が
睡

眠
に
よ
る
休
養
を
と
れ
て
い
な
い
。

●
日
本
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
寝
る
時
間
は
、
諸

外
国
に
比
べ
て
非
常
に
遅
い
。
幼
児
の
寝

る
時
間
も
約
３
割
は
22
時
以
降
。

●
睡
眠
時
間
は
短
す
ぎ
て
も
長
す
ぎ
て
も
、

肥
満
度
が
高
く
な
る
。

―
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠
指
針
―

○
適
度
な
運
動
、
し
っ
か
り
朝
食
、
眠
り
と

目
覚
め
の
メ
リ
ハ
リ
を
。

○
昼
間
、
眠
気
で
困
ら
な
い
程
度
の
睡
眠
を
。

○
眠
く
な
っ
て
か
ら
寝
床
に
入
り
、
起
き
る

時
刻
は
遅
ら
せ
な
い
。

　

同
小
で
６
月
16
日
開
か
れ
、
養
護
の
小

森
梓
先
生
が
「
東
っ
子
の
体
力
と
生
活
実

態
」
を
報
告
。
役
場
町
民
課
の
古
田
保
健
師

が
「
健
康
で
た
く
ま
し
い
東
っ
子
の
育
成
〜
生

活
リ
ズ
ム
を
考
え
る
」
と
題
し
て
話
し
ま
し
た
。

―
東
っ
子
の
体
力
と
生
活
実
態
―

○
東
っ
子
の
体
力
は
、
握
力
や
持
久
力
、
俊

敏
性
は
県
の
基
準
を
上
回
る
が
、
柔
軟
性

や
立
ち
幅
跳
び
、
ボ
ー
ル
投
げ
は
下
回
る
。

○
就
寝
時
間
は
、
低
学
年
が
夜
９
時
、
中
学

年
は
９
時
半
、
高
学
年
は
10
時
ご
ろ
。
学

年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
遅
く
な
る
が
、
中

に
は
11
時
、
12
時
ご
ろ
寝
る
児
童
も
い
る
。

○
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
時
間
が
長
く
、
中
に

は
毎
日
２
、
３
時
間
以
上
の
児
童
も
い
る
。

―
生
活
リ
ズ
ム
を
考
え
る
―

○
１
日
は
24
時
間
、
体
内
時
計
は
25
時
間
。

こ
の
誤
差
を
睡
眠
が
解
決
す
る
。
睡
眠
不

足
は
身
体
の
不
調
、
イ
ラ
イ
ラ
を
招
く
。

○
深
い
眠
り
が
成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を
促

進
す
る
。

○
光
や
音
＝
夜
の
テ
レ
ビ
、
ス
マ
ホ
、
ゲ
ー

ム
は
深
い
眠
り
の
大
敵
。

○
気
持
ち
を
安
定
さ
せ
、
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
と

い
わ
れ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
は
、
朝
起
き
て
光

を
浴
び
る
と
よ
く
分
泌
さ
れ
る
。

○
児
童
は
大
人
の
生
活
習
慣
に
左
右
さ
れ
る

の
で
、
大
人
が
生
活
リ
ズ
ム
を
意
識
し
て
。

○
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
。
規
則
正
し

い
生
活
リ
ズ
ム
は
、「
こ
れ
か
ら
」
を
生

き
る
子
ど
も
た
ち
の
健
康
な
心
と
体
を

育
む
「
基
礎
」
と
な
る
。

嘉
島
東
小
学
校
保
健
委
員
会

嘉
島
町
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会

　

幼
光
保
育
園
の
年
長
は
と
組
の

園
児
20
人
が
６
月
15
日
、
北
甘
木

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
康
寿
苑

を
訪
問
。
歌
や
握
手
で
お
年
寄
り

と
交
流
し
ま
し
た
。

　

同
園
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
園
。
年
２

回
、
康
寿
苑
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

園
児
た
ち
は
、
ホ
ー
ル
に
集

ま
っ
た
入
所
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

お
年
寄
り
を
前
に
、
い
つ
も
歌
っ

て
い
る
歌
や
、
振
り
付
け
の
動
作

も
見
せ
る
「
３
び
き
の
こ
ぶ
た
」

を
披
露
。
か
わ
い
い
し
ぐ
さ
に
拍

手
を
し
て
喜
ぶ
お
年
寄
り
た
ち
に
、

「
ま
た
来
ま
す
」
と
握
手
し
て
回

り
ま
し
た
。

歌
や
握
手
で
交
流

　

幼
光
保
育
園
児

　

康
寿
苑
を
訪
問
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夏 だ ！ 祭 り ！だ

８月１日 土
午後５時 30分開幕
イオンモール熊本西側駐車場

司会は大田黒浩一さん

初出演の肥後ドッコイさん

初出演の平田京子さん

５時30分　開幕爆竹　かしま太鼓演奏

　　35分　実行委員長・荒木町長　あいさつ

　　40分　かしま太鼓演奏

６時00分　嘉島町消防音楽隊演奏

　　20分　嘉島中学校吹奏楽部演奏

　　40分　少女舞踊　ザ・わらべショー

７時05分　Ｂ-fitスポーツクラブダンスショー

　　20分　お笑いコンビ　肥後ドッコイ

　　40分　平田京子　歌謡ショー

８時00分　花火点火

　　30分　花火終了　閉幕

進　行　予　定

○ 

会
場
駐
車
場
は
車
が
大
変
込
み

合
い
ま
す
。
車
は
で
き
る
だ
け

乗
り
合
わ
せ
る
か
、
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○ 

車
で
ご
来
場
の
際
は
、
会
場
周

辺
の
商
業
施
設
等
へ
の
迷
惑
駐

車
や
路
上
駐
車
は
、
絶
対
に
お

や
め
く
だ
さ
い
。

○ 

近
く
を
車
で
通
行
さ
れ
る
と
き

は
、
花
火
に
見
と
れ
て
止
ま
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
。
く
れ
ぐ

れ
も
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま

す
。

○ 

花
火
打
ち
上
げ
時
の
風
向
き

に
よ
っ
て
は
、
花
火
の
ゴ
ミ
が

落
ち
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○ 

花
火
会
場
周
辺
の
国
道
２
６
６

号
線
及
び
県
道
・
熊
本
嘉
島
線

に
は
、
危
険
で
す
の
で
、
絶
対

に
駆
け
あ
が
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。

○ 

大
型
車
の
通
行
が
多
く
危
険
で

す
の
で
、
路
側
帯
で
は
絶
対
に

見
物
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○ 

夕
方
は
、
ま
だ
地
面
に
熱
が

残
っ
て
い
ま
す
。
な
る
べ
く

シ
ー
ト
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

初

初

雨天等で中止の時は、花火のみ
８月10日（月）午後８時に延期〔 〕

広報かしま 2015.7

11



■
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
と
は

　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
と
は
、
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
か
ら
消
費
者
を
守
る
制
度

で
す
。
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売

で
つ
い
契
約
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う

よ
う
な
場
合
、
一
定
期
間
で
あ
れ
ば

消
費
者
が
契
約
を
一
方
的
に
解
除
で

き
ま
す
。

■
特
定
商
取
引
法
に
お
け
る
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
が
で
き
る
取
引
と
期
間

【
８
日
間
】

・
訪
問
販
売

（
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
、
ア
ポ
イ
ン

ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
等
を
含
む
）

・
電
話
勧
誘
販
売

・
特
定
継
続
的
役
務
提
供

（
エ
ス
テ
、
語
学
教
室
、
学
習
塾
、

家
庭
教
師
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
結
婚

相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
）

・
訪
問
購
入

（
業
者
が
消
費
者
の
自
宅
等
を
訪
ね

て
、
商
品
の
買
い
取
り
を
行
う
も

の
）

【
20
日
間
】

・
連
鎖
販
売
取
引

（
い
わ
ゆ
る
マ
ル
チ
商
法
）

・
業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引

各種大会予定 平成27年 6 月30日現在

月 日 曜 大　会　名 場所 開始時間 主　催　者

7

11 土 第 65 回上益城郡民体育祭　野球競技 野球場 9:00 ～ 上益城郡体育協会　12 日まで

12 日 第 65 回上益城郡民体育祭　サッカー競技 競技場 9:00 ～ 上益城郡体育協会

21 火 第 17回プーマ杯熊本未来サマーフェスティバル 競技場 9:00 ～ 熊本県サッカー協会
23 日 12 時まで

23 木 第 31回熊本未来サマーサッカーフェスティバル 競技場 12:00 ～ 熊本県サッカー協会　26 日まで
24 日以降は９：00 ～

8

２ 日 熊本県農業関係高等学校サッカー大会 競技場 8:30 ～ 熊本県農業関係高等学校校長会

４ 火 2015　キッズサッカー交流会 競技場 9:00 ～ 熊本県サッカー協会
11 日、18 日、25 日も開催

22 土 第５回全日本女子（小中学生）
　　　　　軟式野球九州大会 野球場 8:00 ～ 全日本軟式野球連盟九州連合会

23 日まで

30 日 第６回九州ユース（U－15）サッカーリーグ 競技場 9:00 ～ 九州サッカー協会

9

４ 金 第 30 回九州大学サッカーリーグ（２部） 競技場 14:30 ～ 九州サッカー協会

６ 日 第 50 回熊本県サッカーリーグ（１部） 競技場 9:00 ～ 熊本県サッカー協会　27 日も開催

13 日 第６回九州ユース（U－15）サッカーリーグ 競技場 9:00 ～ 九州サッカー協会　20 日も開催

嘉島町総合運動公園

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。

（
い
わ
ゆ
る
内
職
商
法
、
モ
ニ
タ
ー

商
法
等
）

●
「
使
用
し
た
消
耗
品
」「
自
動
車

や
自
動
車
の
リ
ー
ス
」「
現
金
取
引

の
う
ち
、
３
，
０
０
０
円
未
満
の
小

額
取
引
」
な
ど
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
な
い
。

●
訪
問
購
入
の
場
合
、
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
期
間
内
は
、
売
主
（
消
費
者
）

は
買
取
業
者
に
対
し
て
売
却
商
品
の

引
渡
し
を
拒
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
通
信
販
売
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の

対
象
外
で
す
が
、
返
品
の
可
否
や
条

件
、
返
品
に
係
る
送
料
負
担
の
有
無

の
表
示
が
な
い
場
合
、
商
品
が
届
い

た
日
を
含
め
８
日
間
は
送
料
を
消
費

者
が
負
担
す
る
こ
と
で
返
品
で
き
ま

す
。

●
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
は
、
契
約

書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
計
算
し

ま
す
。

●
金
融
商
品
や
宅
地
建
物
の
契
約
等

で
も
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き
る
取

引
が
あ
り
ま
す
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

（
18
㌻
参
照
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

見
守
り
新
鮮

情
報
7
月
号

《
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　

 

利
用
し
よ
う
!!
》

広報かしま2015.7

12



《
7
〜
8
月
の
休
館
日
》

７
月　

13
、
21
、
27
日

８
月　

３
、
10
、
17
、
24
、
31
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス

ト
は
利
用
で
き
ま
す
。

☆
貸
出
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た

め
に
返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

《
お
は
な
し
会
》

　

７
月
22
日
、８
月
12
、26
日
の
16

時
か
ら
、
読
み
聞
か
せ
の
部
屋
で
。

参
加
無
料
。

嘉  島  町  民  会  館

きことわ
 朝吹真理子
きみはいい子
 中脇初枝
斬り捨て御免
 島田一男
潮鳴り
 葉室　麟
不祥事
 池井戸　潤
家族という病
 下重暁子
大人のアスペルガーを知る本
 上野一彦　監修
くまもとの哺乳類
 熊本野生生物研究会　編
楽しいBBQとキャンプ料理　レシピ80
 JTBパブリッシング
小学生のわくわく工作
　７ジャンル71アイデア　　成美堂出版

甲子園がくれた命
 中村　計
ラブ♡レター
 あさのあつこ[作]　牧野　和子[絵]
今夜は眠れない
 宮部みゆき/作　小鷹ナヲ/絵
耳なし芳一、ろくろ首
 原作・小泉八雲　絵/文・高森忠範
彦一さん
 寺村輝夫・文　ヒサクニヒコ・画
おにのこ　こづな
 さねとうあきら・文　かたやまけん・画
ちこく姫
 よしなが　こうたく　さく
はやく　おおきく　なりたいな
 サトシン作　塚本やすし絵
なつのいちにち
 はた　こうしろう
セミくん　いよいよ　こんやです
 工藤ノリコ

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は

翌
日
）・
12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

おすすめ本

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況等は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。

ホール「アクア」催物案内 平成27年 6 月30日現在

月 日 曜 ホール催し物 開演時間 入場料 主催者
（問い合わせ先）

７ 26 日 「誰も知らない幸せな歯科治療の受け方」 13:30 無料
※事前申込が必要です。主催者に
お問合せください。
講演会事務局 ☎ 288 － 9916

８ １ 土 ピアノ発表会 14:00(予定) 無料 泉紀子ピアノ教室 ☎ 237 － 9000

９ ５ 土 必由館高校の太鼓の演奏 13:00 予定 九州クラフト工業 ☎ 357 － 2121

９ 11 金 嘉島町敬老会 未定 無料 役場町民課 ☎ 237 － 2576

10 24 土 熊日ストリートダンスコンテスト 2015 13:00 無料 熊本日日新聞社事業部
 ☎ 361 － 3383

11 ２ 月 嘉島町文化祭（作品展示～３日） 12:00
― 嘉島町文化協会 ☎ 237 － 0058

11 ３ 火 嘉島町文化祭（舞台発表） 9:00

11 ７ 土 人権を考える町民の集い 13:00 ― 町教育委員会 ☎ 237 － 0058

　

こ
の
お
話
は
、
年
を
と
っ
た
ま

女
と
、
か
っ
て
い
た
ね
こ
の
お
話

で
す
。

　

ベ
ン
チ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ま

女
に
、
も
と
の
す
が
た
に
も
ど
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
ね
こ
が
思
い

出
の
品
物
を
取
り
に
い
き
ま
す
。

　

途
中
で
ね
こ
が
木
に
ひ
っ
か

か
っ
た
の
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で

す
。

　

ち
ょ
っ
と
さ
み
し
く
な
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
読
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

「
さ
よ
な
ら
の
ま
ほ
う
」

　
　
　

中
島　

和
子
・
作

　
　
　

秋
里　

信
子
・
絵

　
　
　
　
　

金
の
星
社

嘉島東小学校４年

中冨　桃
も か

香 さん
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採
用
・
募
集

嘉
島
町
臨
時
職
員
募
集

○
採
用
人
員　

１
人
程
度

○
条
件　

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
等
）
で
一
定
の
入
力
操
作
が
で
き

る
方

○
応
募
方
法　

写
真
を
貼
っ
た
履
歴

書
（
市
販
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
先
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
下

さ
い
。

○
勤
務
内
容　

一
般
事
務
の
補
助
的
業

務○
任
用
期
間　

平
成
27
年
９
月
１
日
〜

平
成
28
年
２
月
29
日

○
勤
務
時
間　

８
時
半
〜
17
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

○
賃
金　

日
額
５
８
０
０
円
（
１
時
間

あ
た
り
７
４
８
円
）

○
選
考
方
法　

書
類
審
査
の
後
、
面
接

に
よ
り
選
考

○
受
付
期
間　

７
月
13
日
（
月
）
〜

７
月
31
日
（
金
）
※
持
参
の
場
合
は
、

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
８
時
半
か
ら
17

時
15
分
ま
で
。
郵
送
の
場
合
は
、
７
月

31
日
（
金
）
の
消
印
有
効

○
提
出
先

〒
８
６
１－

３
１
９
２

上
益
城
郡
嘉
島
町
上
島
５
３
０
番
地

嘉
島
町
役
場
町
民
課
保
健
係

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

お
お
く
す
ク
ラ
ブ

夏
期
指
導
員
募
集
！

　

嘉
島
西
小
学
校
放
課
後
児
童
育
成
ク

ラ
ブ
（
お
お
く
す
ク
ラ
ブ
）
の
夏
休
み

期
間
中
の
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
仕
事
な
ど
で
保
護
者

が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童
に
対
し
、

授
業
終
了
後
に
適
切
な
遊
び
及
び
生
活

の
場
を
与
え
て
、
健
全
な
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

○
仕
事
内
容　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
の
た
め
、
学
童
保
育
の
指
導
員
と
し

て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

○
募
集
人
数　

３
人
程
度

○
時
給　

７
３
０
円
（
交
通
費
あ
り
）

○
条
件　

30
歳
く
ら
い
ま
で
の
方
で
、

明
る
く
、
子
ど
も
が
好
き
な
方
（
学
生
、

保
育
経
験
者
大
歓
迎
）

○
勤
務
期
間
・
時
間

○試験職種及び採用予定人員等

○受付期間

　７月 27日（月）から８月 14日（金）まで
　※土曜日・日曜日を除く午前 8時 30 分から午後５時まで。
　　郵送の場合は８月 14 日（金）の消印まで有効
○申込手続

　試験申込書を持参か郵送
※試験申込書は役場総務課に請求するかホームページから
　ダウンロード可能
○試験日

　・１次試験：９月 20日（日）８時 30 分集合

　・２次試験：１次試験合格者のみ 11月上旬の予定

○試験場

　熊本県立御船高等学校

○試験の種類

　教養試験・事務適性検査・作文試験

【お申し込み・お問い合わせ先】

　〒 861-3192　上益城郡嘉島町上島 530

　嘉島町役場総務課人事広報係　☎ 237-1112（内線 211）

区　分 職種 採用予定数 受　験　資　格

高等学校
卒業程度

一般
事務

３名程度
平成元年４月２日から
平成 10 年４月１日までに
生まれた者

嘉島町職員採用試験
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７
月
21
日
（
火
）
〜
８
月
27
日

（
木
）　

▽
平
日
８
時
〜
19
時
（
３
交
代

制
、
実
働
７
時
間
）
▽
土
曜
８
時
半
〜

17
時

※
週
１
〜
３
日
勤
務
可
。
応
相
談

○
勤
務
地　

嘉
島
町
上
島
１
９
１
８－

１　

嘉
島
西
小
学
校
放
課
後
児
童
育
成

ク
ラ
ブ
（
嘉
島
西
小
敷
地
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ

　
　
　
「
お
お
く
す
ク
ラ
ブ
」

☎
２
３
７－

１
６
７
７

※
受
付
時
間　

15
時
〜
18
時
（
土
・

日
・
祝
日
除
く
）

※
小
学
生
低
学
年
の
児
童
を
対
象
に
体

験
学
習
や
昔
遊
び
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
く
だ
さ
る
方
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

上
益
城
消
防
組
合
消
防
職
員

採
用
試
験

○
採
用
予
定
人
員　

消
防
職
６
人
程
度

○
受
験
資
格

　

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

○
試
験
日
時
及
び
場
所

・
第
一
次
試
験　

９
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
集
合

　
　

会
場
＝
県
立
御
船
高
等
学
校

・
第
二
次
試
験　

11
月
上
旬
ご
ろ

　
　

※
第
一
次
試
験
合
格
者
の
み
通
知

○
申
込
受
付
期
間

　

７
月
27
日
（
月
）
〜
８
月
14
日
（
金
）

　

※
土
・
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
ま
で
。
郵
送
の
場
合
は

８
月
14
日
（
金
）
消
印
ま
で
有
効
。

○
受
験
願
書
請
求
先

　

上
益
城
消
防
署
及
び
山
都
消
防
署

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　

総
務
課
☎
２
８
２－

１
９
５
９

〒
８
６
１－

３
２
０
６

　

上
益
城
郡
御
船
町
辺
田
見
１
６
９

熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

事
務
局
職
員
募
集

○
募
集
職
種　

行
政
職
（
大
卒
程
度
）

○
募
集
人
数　

１
人
程
度

○
受
験
資
格
（
い
ず
れ
か
の
該
当
者
）

①
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

②
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
又
は

平
成
28
年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
者
（
市
町
村
総
合
事
務
組
合
長

が
同
等
と
認
め
る
者
を
含
む
）

○
申
込
受
付
期
間

　

７
月
27
日
（
月
）
〜
８
月
14
日
（
金
）

○
１
次
試
験　

９
月
20
日
（
日
）

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　
　

総
務
課　

☎
３
６
８－

０
０
１
１

〒
８
６
２－

０
９
１
１

熊
本
市
東
区
健
軍
２
丁
目
４
番
10
号

健
康
・
保
険

Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ（
中
東
呼
吸
器
症
候
群
）

に
関
す
る
注
意
事
項

　

Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
は
中
東
諸
国
や
韓
国
で
流

行
し
て
い
る
感
染
症
で
す
。

　

次
の
通
り
、
正
し
い
理
解
と
冷
静
な

ご
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
流
行
し
て
い
る
地
域
か
ら
帰
国
す
る

際
は
？

　

発
熱
等
で
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
と
き

は
、
到
着
し
た
空
港
や
港
の
検
疫
所
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
流
行
し
て
い
る
地
域
か
ら
帰
国
後
、

14
日
以
内
に
発
熱
や
せ
き
な
ど
の
呼
吸

器
症
状
が
あ
る
場
合
は
？

　

自
分
の
判
断
で
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
に
行
か
ず
、
ま
ず
は
最
寄
り
の
保

健
所
に
連
絡
・
相
談
し
て
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
御
船
保
健
所

☎
２
８
２－

０
０
１
６

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
が

８
月
に
更
新
さ
れ
ま
す

　

現
在
使
用
中
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
（
保
険
証
）
の
有
効
期
限
は
、

平
成
27
年
７
月
31
日
で
す
。
８
月
１
日

か
ら
使
用
す
る
新
し
い
保
険
証
は
、
７

月
中
旬
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

　

有
効
期
限
を
過
ぎ
た
保
険
証
は
、
役

場
町
民
課
保
健
係
に
返
却
す
る
か
、
ハ

サ
ミ
で
切
る
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
で
処
分

す
る
な
ど
、
各
自
で
破
棄
し
て
下
さ
い
。

《
脱
退
手
続
》

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
し

て
い
た
方
が
、
新
た
に
職
場
の
健
康
保

険
等
に
加
入
さ
れ
た
場
合
、
国
保
の
脱

退
手
続
き
が
必
要
で
す
。
脱
退
手
続
き

を
す
る
ま
で
は
、
二
重
に
健
康
保
険
に

加
入
し
た
状
態
と
な
り
、
国
民
健
康

保
険
税
も
課
税
さ
れ
た
ま
ま
で
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
勤
務
先
の
職
場
で
は
国
保
の

脱
退
手
続
き
は
行
い
ま
せ
ん
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
新
し
い
健
康
保
険
証
▽
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
▽
印
鑑

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

介
護
保
険
制
度
の
改
正

（
１
）
８
月
よ
り
、
一
定
以
上
所
得
が

あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
負
担
割
合
が
、
現
行
の

１
割
か
ら
２
割
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
は
所
得
の
多
い
方
も
少
な
い
方

も
、
負
担
割
合
は
１
割
で
し
た
が
、
制

度
の
見
直
し
に
よ
り
、
８
月
以
降
は
、

次
の
①
と
②
の
両
方
に
あ
て
は
ま
る
人

の
負
担
割
合
が
２
割
に
な
り
ま
す
。
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①　

本
人
の
合
計
所
得
金
額
（
年
間
）

が
１
６
０
万
円
以
上

②　

同
一
世
帯
の
65
歳
以
上
の
人
の

「
年
金
収
入
＋
そ
の
他
の
合
計
所

得
金
額
」
が
、
単
身
世
帯
で
２
８

０
万
円
以
上
、
２
人
以
上
世
帯
で

３
４
６
万
円
以
上

（
２
）
８
月
よ
り
、
所
得
の
低
い
方
が

施
設
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
さ
れ
た
場
合
、

食
費
・
居
住
費
の
負
担
を
軽
く
す
る
た

め
に
補
足
給
付
さ
れ
て
い
た
特
定
入
所

者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
基
準
が
変

わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
配
偶
者
が
い
て
世
帯
分

離
を
し
て
い
る
場
合
、
本
人
が
住
民
税

非
課
税
で
あ
る
と
い
う
条
件
を
満
た
せ

ば
、
特
例
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

支
給
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
８
月
か
ら
そ
の
条
件
が
見
直
さ

れ
、
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

①　

世
帯
分
離
し
て
い
て
も
、
配
偶
者

に
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

②　

①
の
事
項
に
当
て
は
ま
ら
な
く
て

も
預
貯
金
等
が
単
身
で
１
千
万
円
、

夫
婦
で
２
千
万
円
を
越
え
る
場
合

は
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
３
）
８
月
よ
り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
限
度
額
の
一
部
が
変
更
さ
れ
ま

す
。

　

１
か
月
ご
と
の
利
用
者
負
担
が
限
度

額
を
超
え
た
と
き
、
申
請
に
よ
り
超
過

分
を
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
払

い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

そ
の
限
度
額
の
う
ち
、
医
療
保
険
の
現

役
並
み
所
得
に
相
当
す
る
方
※
に
つ
い

て
は
、
月
額
３
７
，
２
０
０
円
の
限
度

額
が
４
４
，
４
０
０
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
そ
の
他
の
方
の
限
度
額
は
、

今
ま
で
通
り
の
据
え
置
き
で
す
。

※
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上
で
年
収

が
５
２
０
万
円
（
単
身
世
帯
の
場
合
で

３
８
３
万
円
）
以
上
な
ど
の
方
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
介
護
保
険
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　

被
保
険
者
の
方
へ

〜
医
療
機
関
の
適
正
受
診
を
〜

　

休
日
や
夜
間
に
救
急
医
療
へ
の
受
診

が
増
え
、
緊
急
性
の
高
い
重
症
患
者
さ

ん
の
治
療
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

必
要
な
方
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
医
療
機
関
の
受
診
や
薬

局
で
の
薬
の
調
剤
の
際
に
は
、
次
の
こ

と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合
は
、
軽
い

症
状
で
も
昼
間
の
診
療
時
間
内
に
受
診

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

休
日
や
夜
間
に
緊
急
外
来
を
受
診
す

る
と
、
重
症
の
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
が

遅
れ
て
し
ま
う
心
配
が
あ
る
だ
け
で
な

く
、
医
師
の
負
担
が
増
え
、
医
療
費
も

割
増
料
金
で
高
く
な
り
ま
す
。

●
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
、
気
に

な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
早
め
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

●
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受

診
す
る
こ
と
は
、
医
療
費
を
増
や
す
だ

け
で
な
く
、
重
複
す
る
検
査
や
投
薬
に

よ
り
、
か
え
っ
て
体
に
悪
影
響
を
与
え

て
し
ま
う
心
配
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ま
受
け
て
い
る
治
療
に
不
安
な
ど

が
あ
る
と
き
に
は
、
そ
の
こ
と
を
医
師

に
伝
え
て
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
）
は
、
先
発
医
薬
品
と
同
等
の
効

能
・
効
果
を
持
ち
、
費
用
も
安
く
す
み

ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る

場
合
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
を
医
療
機
関
や
薬
局
に
提
示

し
、
利
用
に
つ
い
て
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
薬
に
は
副
作
用
が
あ
り
ま
す
。
複
数

の
薬
を
使
用
す
る
場
合
は
飲
み
合
わ
せ

に
よ
っ
て
副
作
用
が
強
く
出
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
お
薬
手
帳
の
活
用
な
ど
に

よ
り
、
既
に
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
の
情

報
を
医
師
や
薬
剤
師
に
伝
え
、
飲
み
合

わ
せ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
薬
が
余
っ
て
い
る
場
合
は
、

医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査

　

定
期
的
に
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と

は
、
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

つ
な
が
り
ま
す
。
健
康
管
理
の
た
め
健

康
診
査
は
毎
年
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

嘉
島
町
は
、
８
月
30
日
か
ら
９
月
３

日
ま
で
の
日
程
で
健
康
診
査
が
行
わ
れ

ま
す
。
対
象
者
の
方
に
は
、
４
月
に
広

報
誌
と
世
帯
ご
と
の
通
知
で
ご
案
内
し

て
い
ま
す
が
、
４
月
以
降
に
本
町
に
転

入
さ
れ
た
方
や
、
ま
だ
健
診
の
お
申
し

込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
、
受
診
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
嘉
島
町
役
場
町
民

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
健
康
診
査
で
受
け
ら
れ
る
検
査
項
目

　

問
診
、
身
体
測
定
、
血
圧
、
血
中
脂

質
検
査
、
肝
機
能
検
査
、
血
糖
検
査
、

尿
検
査
、
貧
血
検
査
な
ど

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

子
育
て

幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時

　

７
月
16
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

幼
光
保
育
園

　
　
　
　
　

本
園
舎
及
び
第
２
園
舎
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国
民
年
金

国
民
年
金
保
険
料

免
除
等
の
申
請

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
状

態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
保
険
料
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な

る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者

（
30
歳
未
満
）
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ

り
ま
す
の
で
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る

市
区
町
村
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

　

本
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
、
７
月

１
日
か
ら
始
ま
り
、
７
月
分
か
ら
28
年

６
月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審

査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
法
律
が
改
正
さ
れ
、

２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
免
除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た
も

の
の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未

納
期
間
が
あ
る
方
は
、
一
度
、
役
場
の

国
民
年
金
窓
口
ま
た
は
熊
本
東
年
金
事

務
所
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７－

８
１
４
４

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

旅　

券
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
は
お
早
め
に
！

　

パ
ス
ポ
ー
ト
（
旅
券
）
の
申
請
・
交

付
窓
口
は
役
場
町
民
課
で
す
。

　

申
請
か
ら
交
付
ま
で
、
９
日
間
（
閉

庁
日
除
く
）
か
か
り
ま
す
。
申
請
は
余

裕
を
も
っ
て
お
早
め
に
窓
口
へ
。

○
対
象
者

　

嘉
島
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
個
人
の
生
活
の
本
拠
地
で
は
な

い
が
、
あ
る
程
度
の
期
間
継
続
し
て
居

住
し
て
い
る
方

○
取
扱
窓
口

　

嘉
島
町
役
場　

町
民
課
戸
籍
係

○
取
扱
時
間

・
申
請　

月
〜
金　

９
時
〜
16
時
半

・
交
付　

月
〜
金　

９
時
〜
17
時

　
　
　
　

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

○
交
付
ま
で
の
期
間

申
請
日
か
ら
９
日
間
（
土
・
日
・
祝

日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
除
く
）

■
申
請
方
法

　

窓
口
備
え
付
け
の
「
一
般
旅
券
発
給

申
請
書
」
に
次
の
必
要
書
類
を
添
付
し
、

町
民
課
戸
籍
係
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

①
戸
籍
謄
（
抄
）
本　

１
通

　

※
発
行
日
か
ら
６
か
月
以
内
の
も
の

②
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な

ど
）

③
前
回
取
得
し
た
旅
券
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
旅
券

④
旅
券
用
写
真

　
　

１
枚
（
４
・
５
㎝
×
３
・
５
㎝
）

　

※
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
で
、

で
き
る
だ
け
写
真
店
で
パ
ス
ポ
ー
ト
用

と
指
定
し
て
下
さ
い
。

■
一
般
旅
券
手
数
料

○
有
効
期
間
10
年

 〈
申
請
時
年
齢
20
歳
以
上
〉

１
万
６
千
円
（
収
入
印
紙
１
万
４
千

円
、
熊
本
県
収
入
証
紙
２
千
円
）

○
有
効
期
間
５
年

 〈
申
請
時
年
齢
12
歳
以
上
〉

１
万
１
千
円
（
収
入
印
紙
９
千
円
、

熊
本
県
収
入
証
紙
２
千
円
）

 〈
申
請
時
年
齢
12
歳
未
満
〉

６
千
円
（
収
入
印
紙
４
千
円
、
熊
本

県
収
入
証
紙
２
千
円
）

※
手
数
料
は
交
付
時
に
必
要
で
す
。
熊

本
県
収
入
証
紙
は
町
民
課
戸
籍
係
で
購

入
で
き
ま
す
。
収
入
印
紙
は
郵
便
局
又

は
販
売
店
で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
戸
籍
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

　

園
庭
開
放
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
前
日
ま
で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、

当
日
は
必
ず
保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て

下
さ
い
。
万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た

場
合
は
、
す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な

り
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園
見

学
に
つ
い
て
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

幼
光
保
育
園

☎
２
３
７－

０
６
０
１

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

母
子
家
庭
等
無
料
相
談
会

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
で
、
お
子
さ

ん
の
事
、
就
職
支
援
、
養
育
費
確
保
、

Ｄ
Ｖ
や
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
相

談
（
奨
学
金
）
な
ど
で
お
悩
み
の
方
、

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
専
門
の
知
識

を
も
っ
た
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

８
月
12
日（
水
）14
時
〜
16
時

○
場
所　

役
場
１
階
小
会
議
室

※
上
益
城
郡
内
の
母
子
相
談
員
及
び
担

当
職
員
が
対
応
し
ま
す
。
予
約
が
あ
れ

ば
子
ど
も
相
談
員
等
も
対
応
可
能
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６
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給
付
金

臨
時
福
祉
給
付
金
・

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

嘉
島
町
は
２
つ
の
給
付
金
に
つ
い
て
、

次
の
通
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
臨
時
福
祉
給
付
金

　

９
月
か
ら
申
請
受
付

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

８
月
か
ら
申
請
受
付

※
支
給
対
象
と
な
り
う
る
方
等
に
は
、

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
申
請
書
等
を

随
時
送
付
す
る
予
定
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〈
臨
時
福
祉
給
付
金
〉

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

〈
子
育
て
世
帯
給
付
金
〉

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

相　

談　
心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

７
月
22
日
（
水
）　

弁
護
士

　

８
月
26
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！

消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
ロ
ー
ン
の
契
約
問

題
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
な
ど
、

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
向
け
て
、

消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

第
１
、
３
火
曜
日
に
は
、
無
料
法
律

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
２－

３
１
１
１

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

資
格
・
各
種
募
集

甲
種
防
火
管
理
資
格
取
得
講
習
会

○
日
時

　

８
月
11
日
（
火
）
９
時
〜
17
時

　

８
月
12
日
（
水
）
９
時
〜
12
時

※
受
付
は
８
時
半
か
ら
。
２
日
間
の
受

講
を
要
し
、
講
習
開
始
時
間
に
10
分
以

上
遅
れ
た
方
は
受
講
を
お
断
り
し
ま
す
。

○
場
所

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
御
船
町
辺

田
見
１
６
９
番
地
）

○
受
講
申
込
受
付

・
期
間　

７
月
31
日
（
金
）
ま
で
の
平

日
８
時
半
か
ら
17
時
ま
で

・
場
所　

上
益
城
消
防
本
部
予
防
課

※
先
着
70
名
。
受
講
申
込
書
は
上
益
城

消
防
署
、
山
都
消
防
署
、
蘇
陽
出
張
所

に
用
意
し
て
い
ま
す
。
上
益
城
消
防
本

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

○
受
講
料

　

４
０
０
０
円
（
申
請
時
に
徴
収
）

○
そ
の
他

　

筆
記
用
具
、
昼
食
は
各
自
持
参

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
８
２－

１
９
６
３

農
地
貸
借
希
望
者
募
集

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
熊
本
県
農
業

公
社
）
は
、
農
業
経
営
を
縮
小
さ
れ
る

方
な
ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、
担
い

手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
『
地
域
の
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸

し
た
い
』、『
良
い
農
地
が
あ
れ
ば
借
り

た
い
』
と
い
う
方
は
、
左
記
や
Ｊ
Ａ
の

担
当
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
農
業
公
社

☎
２
１
３－

１
２
３
４

　
　

役
場
農
政
課

☎
２
３
７－

２
６
２
９

消
費
生
活
相
談
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座　
　

受
講
者
募
集

　

地
域
に
お
住
ま
い
の
方
々
が
消
費
生

活
の
知
識
を
習
得
し
、
地
域
の
消
費
者
力

の
向
上
を
図
る
た
め
、
消
費
生
活
相
談
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

○
期
間　

８
月
〜
28
年
２
月
（
全
８
回
、

月
１
〜
２
回
の
集
合
講
座
）

○
会
場　

熊
本
市
内

○
申
込
方
法　

申
込
書
記
入
の
上
、メ
ー

ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
郵
送
に
て
申
込

　

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
局

広報かしま2015.7

18



　
　

消
費
生
活
課
企
画
推
進
班

☎
３
３
３－

２
３
０
９

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
参
加
者
募
集

　

日
本
遺
族
会
は
「
戦
没
者
遺
児
に
よ

る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
遺
族
会
が
厚
生
労
働
省
か
ら
補

助
を
受
け
て
実
施
、
先
の
大
戦
で
父
等

を
亡
く
し
た
遺
児
を
対
象
に
、
父
等
の

戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼

と
同
地
域
住
民
と
の
友
好
親
善
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
や
参
加
費
用
等
は
、
左

記
ま
た
は
嘉
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
の
事
業
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

日
本
遺
族
会
事
務
局

　
　

☎
０
３－

３
２
６
１－

５
５
２
１

節
電
・
環
境

九
電
よ
り
夏
の
節
電
の
お
願
い

　

九
州
電
力
は
、
当
社
の
需
要
見
通
し

や
、
国
か
ら
の
節
電
要
請
を
踏
ま
え
、

お
客
さ
ま
の
生
活
・
健
康
や
生
産
・
経

済
活
動
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
可
能
な

限
り
、
こ
と
し
の
夏
も
節
電
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
節
電
協
力
の
期
間
・
時
間
帯
〕

○
期
間　

７
月
１
日
（
水
）
〜
９
月
30

日
（
水
）
の
平
日
（
お
盆
期
間
８
月
13

日
〜
14
日
除
く
）

○
時
間
帯　

９
時
〜
20
時

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

九
州
電
力
熊
本
東
営
業
所

　
　

☎
０
１
２
０－

９
８
６－

６
０
４

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
機
器
等
適
正
処
理

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
電
気
機
器
（
変
圧
器
、

コ
ン
デ
ン
サ
等
）
を
使
用
又
は
保
管
し

て
い
る
時
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
に
基

づ
き
届
出
が
必
要
で
す
。
あ
な
た
の
事

業
所
の
電
気
室
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
、
倉

庫
、
ご
自
宅
の
物
置
等
に
古
い
電
子
レ

ン
ジ
、
ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
、
テ
レ
ビ
等

を
点
検
し
、
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
の
有
無
は
機
器
メ
ー
カ
ー

や
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
㈱
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
判
別
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
も
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
有
し
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
直
ち

に
届
出
を
行
い
、
適
正
に
保
管
、
処
理

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
電
気
機
器
等
は
通
常

の
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
分
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
熊
本
県
内

各
保
健
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
御
船
保
健
所

☎
２
８
２－

０
０
１
６

募集項目 資　格 受付期間 試験期日 合格発表 入（校）隊

航 空 学 生 高卒（見込含）
21歳未満の者

　８月１日
～９月８日

１次：９月23日
２次：10月17日
　　　　～22日
３次：11月14日
　　～12月17日

１次：10月９日
２次：（海）11月11日
　　 （空）11月６日
最終：28年１月25日

　28年３月下旬
　　～４月上旬
※入隊後約６年
で３等海･空尉

一般曹候補生 18 歳以上
27歳未満の者

　８月１日
～９月８日

１次：９月18･19日
２次：10月８日
　　　　～14日
※いずれか１日を
　指定されます

１次：10月２日
最終：11月13日

　28年３月下旬
　　～４月上旬
※入隊後２年９
月経過以降選
考により３等
陸･海･空曹

自衛官候補生 18 歳以上
27歳未満の者

男子 年中 受付時に通知 試験日に通知 採用予定通知書
で通知

女子 　８月１日
～９月８日

９月25日～29日
※いずれか１日を
　指定されます

　　　11月６日 　28年３月下旬
　　～４月上旬

各種自衛官募集

【お問い合わせ先】　自衛隊宇城募集案内所　☎ 0964-23-2047
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省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等

モ
デ
ル
導
入
補
助
金

〔
中
小
企
業
向
け
〕

○
事
業
概
要　

県
内
中
小
企
業
が
行
う

①
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
（
必
須
）
及
び

②
知
事
が
適
当
と
認
め
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

等
、
蓄
電
池
、
地
中
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
、

自
家
消
費
型
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、

そ
の
他
機
器
導
入
費
用
の
一
部
補
助

○
補
助
の
タ
イ
プ

・
Ａ
タ
イ
プ（
中
小
規
模
企
業
者
向
け
）

 

〈
要
件
〉
事
業
所
全
体
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
を
10
％
又
は
原
油
換
算
で
10
㎘

以
上
削
減
▽
県
内
事
業
者
に
よ
る
販
売

又
は
施
工　

な
ど

 

〈
補
助
率
等
〉
事
業
費
の
３
分
の
１

（
上
限
１
０
０
万
円
）
※
４
件
の
補
助

を
予
定
（
先
着
順
で
受
付
）

・
Ｂ
タ
イ
プ
（
小
規
模
企
業
者
向
け
）

 

〈
要
件
〉
現
在
使
用
し
て
い
る
補
助
対

象
相
当
設
備
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
前

年
比
15
％
以
上
削
減　

な
ど

 

〈
補
助
率
等
〉
事
業
費
の
２
分
の
１

（
上
限
80
万
円
）
※
35
件
の
補
助
を
予

定
（
先
着
順
で
受
付
）

○
申
請
書
、
申
請
の
手
引
等

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

Pref.kum
am
oto.jp/kiji_11325.

htm
l

）
で
ご
確
認
下
さ
い
。

〔
住
宅
向
け
〕

○
事
業
概
要　

県
内
所
在
の
建
築
物
で
、

住
宅
と
し
て
使
用
、
又
は
使
用
さ
れ
る

予
定
の
も
の
へ
の
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

ハ
ウ
ス
導
入
費
用
の
一
部
補
助

○
補
助
の
概
要

 

〈
要
件
〉
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入

す
る
こ
と
▽
一
般
社
団
法
人
環
境
共
創

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
「
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
支
援
事
業
」
の

交
付
決
定
を
受
け
て
い
る
こ
と　

な
ど

 

〈
補
助
額
等
〉
定
額
30
万
円
※
20
件
の

補
助
を
予
定
（
先
着
順
で
受
付
）

○
申
請
書
、
申
請
の
手
引
き
等

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

Pref.kum
am
oto.jp/kiji_11332.

htm
l

）
で
ご
確
認
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

☎
３
３
３－

２
３
２
０

貴
重
な
水
資
源
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
水
。
こ
の
限
り
あ
る
資
源
を
守

る
た
め
に
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
で
き

る
こ
と
は
「
節
水
」
で
す
。
貴
重
な
水

を
無
駄
に
使
っ
て
い
な
い
か
自
分
の
生

活
を
見
つ
め
直
し
、
節
水
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

例
え
ば
▼
歯
を
磨
く
と
き
は
コ
ッ
プ

を
使
用
▼
食
器
洗
い
は
、
た
め
洗
い
▼

シ
ャ
ワ
ー
は
こ
ま
め
に
開
閉
、
な
ど

「
節
水
」
を
意
識
し
、
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
環
境
立
県
推
進
課

☎
３
３
３－

２
２
７
２

熊
本
県
水
と
み
ど
り
の
森
づ
く
り
税

本
年
度
か
ら
第
３
期
（
５
年
）
ス
タ
ー
ト
！

　

熊
本
県
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら

「
熊
本
県
水
と
み
ど
り
の
森
づ
く
り

税
」（
年
間
個
人
５
百
円
、
法
人
千
円

〜
４
万
円
）
を
活
用
し
、
水
を
蓄
え
、

災
害
を
防
止
す
る
な
ど
の
森
林
の
公
益

的
機
能
の
向
上
を
図
り
、
森
林
を
元
気

な
姿
に
す
る
取
り
組
み
や
、
森
林
の
役

割
な
ど
の
普
及
啓
発
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
農
林
水
産
政
策
課

☎
３
３
３－

２
４
２
２

献
血
・
健
全
育
成

７
〜
８
月
は

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

　

熊
本
県
は
、
７
月
と
８
月
を
「
愛
の

血
液
助
け
合
い
運
動
」
期
間
と
し
て
、

広
く
県
民
の
皆
さ
ん
に
献
血
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
夏
場
は
長
期
の
休
み
や

暑
さ
に
よ
り
、
献
血
者
の
減
少
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

　

特
に
若
い
方
で
、
献
血
を
し
た
こ
と

が
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

夏
の
青
少
年
健
全
育
成

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

　

７
月
と
８
月
の
２
か
月
間
は
、
学
校

が
夏
休
み
に
入
る
こ
と
も
あ
り
、
青
少

年
の
生
活
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
、
非
行
に

陥
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

　

家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
社
会
の

実
情
に
応
じ
た
具
体
的
な
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
、
県
民
一
人
一
人
が
青
少

年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
期
間

　

７
月
１
日
〜
８
月
31
日（
２
か
月
間
）

○
重
点
目
標

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
係
る
非

行
及
び
犯
罪
被
害
防
止
対
策
の
推
進

・
有
害
環
境
へ
の
適
切
な
対
応

・
薬
物
乱
用
対
策
の
推
進

・
不
良
行
為
及
び
初
発
型
非
行
（
犯

罪
）
等
の
防
止

・
再
非
行
（
犯
罪
）
の
防
止

・
い
じ
め
、
暴
力
行
為
等
の
問
題
行
動

へ
の
対
応

・
青
少
年
の
福
祉
を
害
す
る
犯
罪
被

害
の
防
止

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
局

　
　

く
ら
し
の
安
全
推
進
課
青
少
年
班

☎
３
３
３－

２
２
９
４
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後期高齢者医療の被保険者の方へ
「後期高齢者医療被保険者証（保険証）」の更新のお知らせ

「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」の
更新の手続き等のお知らせ

　現在お持ちの保険証（水色）の有効期限は、平成 27 年７月 31 日までとなっています。
　新しい保険証（黄色）は、７月中に簡易書留で郵送いたしますので、８月１日からは新しい保険証
（黄色）をお使いください。
　新しい保険証（黄色）に記載してある一部負担金の割合は、平成 27 年度の市町村民税の課税所得をも
とに判定しています。
　なお、現在お持ちの保険証（水色）は、８月１日以降に、嘉島町役場町民課保健係へお返しください。

※新しい保険証は裏面に臓器提供意思表示ができるようになりましたので、臓器提供の意思表示をする
際は、ボールペンで記入してください。なお、個人情報保護のためのシールを担当窓口に用意しており
ますので、詳しくは嘉島町役場町民課保健係へお問い合わせください。

■現在「限度額適用・標準負担額減額認定証」（水色）をお持ちの方
　平成 27 年７月 31 日で有効期限が切れますので、新しい「限度額適用 ･標準負担額減額認定証」（黄
色）を７月中に郵送します。８月１日からご使用ください。
■新しく申請が必要な方
　所得区分Ⅰ・Ⅱの方で、「限度額適用・標準負担額減額認定証」をお持ちでない方は、外来および入院
で受診される際に、この認定証が必要となりますので、嘉島町役場町民課保健係に申請してください。
【申請に必要なもの】　○後期高齢者医療被保険者証　○印かん
■入院・外来時の自己負担限度額および入院時の食事代

（※１）過去 12 か月以内に外来＋入院の限度額を超えた支給が４回以上あった場合、４回目以降は
44,400 円となります。

（※２）区分Ⅱとは、世帯の全員が住民税非課税の方（区分Ⅰ以外の方）。
（※３）区分Ⅰとは、世帯の全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は

控除額を 80 万円として計算）を差し引いたときに０円となる方
（※４）過去 12 か月以内の入院日数が 90 日を超えた場合は、長期入院の申請により食事代が 160 円にな

ります。

所得区分 入院時の食事代（１食当たり）外来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

現役並み
所得者 44,400 円

80,100 円＋（総医療費－
267,000 円）×１％を加算 260 円
４回目以降 44,400 円（※１）

一　般 12,000 円 44,400 円 260 円

区分Ⅱ
（※２） 8,000 円 24,600 円

過去 12 か月で 90 日までの入院　　210 円
過去 12 か月で 91 日目からの入院　160 円（※４）

区分Ⅰ
（※３） 8,000 円 15,000 円 100 円

【一部負担金の割合】

同一世帯の後期高齢者医療被保険者のうち、市町
村民税の課税所得が 145 万円以上ある方がいる世
帯の被保険者 ⇨ 一部負担金の割合は

（病院等での窓口負担）
３　割

上記条件に該当しない世帯の被保険者 ⇨ 一部負担金の割合は
（病院等での窓口負担）

１　割

【お問い合わせ先】役場町民課保健係　☎ 237-2574
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７ 月 の 納 税 等 ８ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税………………②　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }③　期介護保険料
保育所利用料……………７月分
下水道使用料……………６月分
納期限日（口座振替日）
　　平成27年７月31日（金）

町県民税…………………②　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }④　期介護保険料
保育所利用料……………８月分
下水道使用料……………７月分
納期限日（口座振替日）
　　平成27年８月31日（月）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

７月２２日
８月１２日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

◎ 

交
通
事
故
〜
5
月
は
70
件
。
け
が

が
有
る
事
故
は
減
り
ま
し
た
が
、

け
が
が
無
い
事
故
が
増
え
て
い

ま
す
。

◎ 

刑
法
犯
〜
万
引
き
が
5
件
発
生
し
、

前
年
よ
り
増
え
て
い
ま
す
。

※ 

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
る
と
と
も

に
、
駐
車
す
る
際
、
自
転
車
や
車

の
ド
ア
の
ロ
ッ
ク
は
確
実
に
実
施

し
ま
し
ょ
う
！

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）・平成 27 年５月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H27.5 5 65 0 0 5 2 0 0

H27 累計 28 301 3 0 13 2 0 4

前年比 -12 +25 +2 -1 +2 -3 -1 ± 0

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H27.5 19 207 0 0 2 2 0 0

H27 累計 102 867 5 1 10 10 2 8

前年比 +2 +36 -1 ± 0 +2 -10 -1 -4

〔発行者〕御船警察署・御船地区防犯協会連合会（☎２８２－１１１０　内線 261 ～ 264）

～みんなでつくろう
　　安全・安心の街～

会員を随時募集会員を随時募集
しています！しています！

　「ゆっぴー安心メール」とは、子ども・女性・
高齢者等の安全確保や地域の犯罪防止を図るた
め、県内で発生した
　◎声かけ事案、不審者の出没など、子どもに
対する犯罪全長と思われる事案情報

　◎行方不明、高齢者などの手配、迷い人に関
する情報

　◎高齢者などの安全・安心に関する情報
　◎防犯パトロール等に有益な情報
　◎強盗等重要又は特殊な犯罪発生に関する情
報

　◎振り込め詐欺を始めとする特殊詐欺の被害
防止に関する情報

等、安全・安心に関する情報を警察から登録さ
れた方の携帯電話やパソコンにメールで配信す
るものです。

登録を希望される方は携帯電話・パソコ

ンから、

k110@ansin.police.pref.kumamoto.jp

へ空メールを送信してください。

詳しくは、御船警察署生活安全係までお

問い合わせください！
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人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その280〕

「
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
」

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
起
き
て
い
ま

す
。
で
も
、
そ
れ
ら
は
「
人
権
」

と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
を
、

「
あ
る
日
の
出
来
事
」
を
通
し
て
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
身
の
ま
わ
り
で
起
こ
っ
て
い
る

色
々
な
問
題
に
つ
い
て

　
﹇
あ
る
日
の
出
来
事
﹈

　
『
う
わ
さ
』
っ
て

　

休
日
、
私
は
弟
と
ス
ー
パ
ー
へ

買
い
物
に
出
か
け
た
。
そ
の
翌
日

会
社
に
行
く
と
、「
も
う
す
ぐ
結

婚
？
」「
よ
か
っ
た
ね
、
お
め
で
と

う
！
」
と
い
う
声
が
。「
結
婚
っ
て

何
？
」
戸
惑
っ
て
い
る
私
に
、
先

輩
が
言
い
ま
し
た
。「
ほ
ら
、
昨

日
ス
ー
パ
ー
で
恋
人
と
楽
し
そ
う

に
買
い
物
し
て
た
だ
ろ
う
？
」
私

は
慌
て
て
「
あ
れ
は
弟
よ
」
と
説

明
し
た
。
で
も
、
う
わ
さ
は
ど
こ

ま
で
広
が
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
…
。

思
い
込
み
で
う
わ
さ
を
す
る
の
は
、

本
当
に
や
め
て
ほ
し
い
わ
。

　

そ
の
後
、
何
気
な
く
週
刊
誌
を

め
く
っ
て
い
る
と
、
先
日
か
ら

話
題
に
な
っ
て
い
る
大
き
な
事
件

の
記
事
を
見
つ
け
た
。
そ
こ
に
は
、

事
件
が
起
こ
っ
た
原
因
や
被
害
者

の
こ
と
が
お
も
し
ろ
く
書
か
れ
て

い
る
。「
こ
れ
だ
っ
て
、
本
当
の
こ

と
じ
ゃ
な
い
か
も
し
れ
な
い
な
…
」

　

私
も
今
ま
で
う
わ
さ
や
ゴ
シ
ッ

プ
記
事
を
楽
し
ん
で
い
た
け
ど
、

こ
う
い
う
こ
と
が
、
い
ろ
ん
な
人

権
問
題
を
生
ん
で
い
く
こ
と
に
も

な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。

●
私
た
ち
の
ま
わ
り
で
は
そ
の
他
、

ど
の
よ
う
な
人
権
問
題
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
。

・「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権

侵
害
」

・「
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
等
の

人
権
」

・「
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
人
権
」

・「
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
権
」

・「
性
同
一
性
障
が
い
・
性
的
指
向

を
め
ぐ
る
人
権
」

・「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
」

・「
水
俣
病
を
め
ぐ
る
人
権
」

　

そ
れ
ぞ
れ
の
人
権
課
題
に
つ
い

て
の
現
状
を
把
握
し
、
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
自

ら
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
具
体

的
な
行
動
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

（
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
啓
発
資
料
よ
り
）

同和問題とは　いわれなき差別
　日本固有の人権問題である同和問題は、同和地
区・被差別部落などと呼ばれる地域の出身である
ことや、そこに住んでいることを理由に、結婚を
反対されたり、就職や日常生活の上で様々な差別
を受けるという問題です。
　日本社会の歴史的発展の過程で形づくられた身
分的差別により、一部の人々が生活の様々な面で
差別を受けていました。江戸時代には、こうした
人々は農民や町民などとは別の身分とされていま
したが、身分的差別の強化にともなって、交際、
服装、髪型、住む場所など衣食住にわたる規制は
厳しいものになりました。
　江戸幕府が終わり、明治政府が成立して間もな
い 1871（明治４）年、後にいわゆる「解放令」
と称される「太

だじ ょ う か ん

政官布
ふ こ く

告」が出されました。これ
により法令上、差別的な身分は廃止され、差別さ
れていた人々も一般市民と同じであるとされまし
た。
　しかし、太政官布告は、同和問題の解決に向け
た出発点にはなりましたが、十分な対策はとられ
ず、1872（明治５）年に作られた全国的・近代
的な最初の戸籍（「壬

じん し ん

申戸
こ せ き

籍」と称される）には、
旧身分の差別的な呼称が記載されたものもありま
した。また、地域によっては、「解放令」に反対
する一揆が起き、同和地区・被差別部落が襲われ
る事件も起きました。制度的に身分差別はないこ
ととされましたが、実態として差別は残されたま
までした。
　さらに、職業の選択が自由になったことによ
り、それまで同和地区・被差別部落に住む人々が
主に携わってきた特定の職業に様々な人々も就く

ようになり、職を失うなどかえって経済的に苦し
くなったとも言われています。
　大正時代になると、同和地区・被差別部落の
人々の生活を改善することを目的とした、政府、
地方公共団体、各種団体合同による事業の取り組
みが見られましたが十分ではなく、現実の厳しい
差別の解消や人権意識の向上というところまでは
いたりませんでした。
　しかし、差別を受けていた人々も厳しい状況
を無条件に受け入れていたわけではありません。
1922（大正 11）年には全国水平社が結成され、
「水平社宣言」が宣言されました。「人の世に熱あ
れ、人間に光あれ」という言葉で結ばれたこの有
名な宣言は、長い間差別されていた人々が、厳し
い差別の解消を求めた訴えとなっています。全国
水平社を中心とした自主的解放運動は全国に広
がっていきましたが、昭和時代に入ると戦争が激
しくなり、全国水平社の活動も停止を余儀なくさ
れました。
　その後、同和問題解決に向けた本格的な取り組
みは、第二次世界大戦後になるまで行われません
でした。
　解放令から 140年を経た現代でも、同和地区・
被差別部落に対する偏見や差別意識により、様々
な社会的不平等や差別が存在しています。同和問
題は、憲法がすべての国民に保障している基本的
人権が侵害されているという問題であり、21世
紀を真の「人権の世紀」とするためにも、私たち
一人ひとりが解決に取り組まなければなりませ
ん。

（熊本県人権啓発資料より）

同和問題を知っていますか
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熱中症予防のための５つの声かけ

暑さに敏感になりましょう。
体で感じる暑さと
　　実際の気温は異なることがあります。

熱中症予防は水分補給が肝心です。
いつでもどこでも
　　水分補給ができるように、
　　　　　飲み物を持ち歩きましょう。

夏は頑張りすぎは禁物です。
疲れているときは熱中症にかかりやすい
ので休息をとれるように、
　　ぐっすり眠れる工夫をしましょう。

きちんと食事をとることも
　　　　　　熱中症予防になります。
「バランスよく食べる」
「朝ごはんをしっかり食べる」
　　　　　　　　を心がけましょう。

体力がないお年寄りや子どもは
　　　　　熱中症にかかりやすいです。
家族やご近所同士で「水分とってる？」
「少し休んだほうがいいよ」
　　　　　　など声かけしましょう。
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Summer Semester
　First semester has been very busy! Now that 
the Sports Festival is over it’s already time for 
midterm exams. I wish everyone the best of 
luck on the tests － especially the first years, 
who will have their first ever English exam!
　Although it’s been very busy lately, this 
semester has been lots of fun. I’ve really enjoyed 
getting to know the new teachers at all the 
schools, and getting to meet new students as 
well. I particularly enjoyed the Nishi Elementary 
Sports Day where I got to run a relay with the 

students and teachers. I was quite nervous to run since 
I’m not very fast, but it was very fun in the end! 
　Now summer is upon us, and the rainy season as well. 
This is my first time experiencing Japan’s rainy season. 
In America we don’t quite have anything like this weather, 
but I’m getting used to it. I don’t mind rain in general －
but it makes biking to work a bit trying. I’ve bought loads 
of rain gear now, so hopefully I’ll be well prepared for 
the next time it rains. 
　In America it’s already summer vacation, and students 
have a three month break from school. During this time 
people usually travel or do summer activities, like sports 
or swimming or hiking. If I have time, I’d like to do some 
traveling as well once the weather gets nicer. There are 
still so many places in Japan I’d like to explore! I really 
enjoy traveling in summer, even though it’s quite hot.

１学期夏
　１学期はとても忙しいです！中学校では、体育
大会が終わって、もうすぐ期末試験があります。
みんな試験のために頑張って良い結果を出してほ
しいです！特に１年生は、初めての英語の期末テ
ストです。頑張って下さい！
　新学期は、新しく赴任された先生方にお会いで
きて嬉しかったです。新入生たちに英語を教える
ことは、とても楽しいです。バタバタしていたけ
れど楽しかったです。西小学校の運動会が特に楽
しかったです。子どもたちや先生方と一緒にリ
レーに参加しました。私は、走るのが遅いのでド
キドキしましたが、とても楽しかったです！
　夏が近づくと、梅雨がやって来ます。初めて梅

雨を経験します。アメリカにはこのような気候は
ありませんが、雨には慣れています。雨は、苦手
ではありませんが、自転車で通勤するのが少し大
変になりそうです。でも、今回雨具をたくさん
買ったので雨が降っても大丈夫です！
　母国アメリカでは、３ヶ月間の夏休みに突入し
ています。アメリカの夏休みは、旅行や水泳、ハ
イキングなど夏にしか出来ない活動をします。私
は日本でも夏休み中に時間ができて、天気が良け
れば旅行へ行きたいです。日本には、探検してみ
たい場所がたくさんあります！すごく暑い夏に
なったとしても、私は旅行をして楽しみたいで
す！

Charlotte Delautre
シャーロット・デロトレ

これで雨が降っても大丈夫！
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陶淵明詩
飄として陌上の塵の如し

大塚　シズ子さん
（北甘木）

宮川　ミドリさん
（滝河原）

下田　ミドリさん
（上島）

五
分
咲
き
の
バ
ラ
の
葉
か
げ
に
雨
ガ
エ
ル
の
ど
ふ
る
ふ
る
と
空
を
見
て
い
る 

大
塚
シ
ズ
子

満
開
の
モ
ッ
コ
ウ
バ
ラ
は
秋
篠
宮
妃
紀
子
様
の
笑
顔
の
よ
う
だ 

川
原　

涼
子

洗
い
も
の
た
ん
た
ん
叩
い
て
竿
に
干
す
友
が
旦
那
の
手
際
よ
き
こ
と 

北
澤
喜
美
子

バ
ッ
ク
し
ま
す
ご
注
意
下
さ
い
の
声
高
く
ト
ラ
ッ
ク
一
台
誰
も
い
な
い
道 

工
藤　

明
子

何
と
な
く
声
か
け
ら
れ
た
思
ひ
し
て
旅
装
も
と
か
ず
花
に
水
や
る 

栗
﨑　

房
子

厨
辺
に
ハ
エ
一
匹
を
追
い
回
す
光
の
中
に
見
失
い
つ
つ 

栗
﨑　

廉
子

夕
焼
け
に
色
を
深
む
る
麦
の
田
の
麦
の
穂
熟
る
る
収
穫
ま
じ
か 

境　
　

益
代

両
側
に
杉
の
大
樹
は
そ
び
え
立
つ
日
向
往
還
せ
ま
き
山
道 

榊
原
レ
イ
子

窓
越
し
に
藤
の
花
房
ゆ
る
る
午
後
娘
が
点
つ
る
茶
を
待
ち
て
を
り 

津
出
ト
ヨ
子

終
活
を
勧
め
る
テ
レ
ビ
番
組
の
声
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
上
げ
る
料
理
し
な
が
ら 

冨
永　

照
代

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
う
三
日
目
の
一
年
生
返
事
す
る
に
も
「
で
す
」
付
け
て
言
う 

橋
本
ユ
キ
子

柿
の
葉
も
椿
の
若
葉
も
雨
に
ぬ
れ
五
月
の
庭
は
み
ど
り
か
な
し
き 

三
池　

淑
惠

ど
ん
ぐ
り
に
新
芽
の
出
で
て
青
々
と
小
一
の
子
の
鉢
に
育
ち
お
り 

本
住　

晴
美

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。
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今
年
は
６
月
２
日
の
梅
雨
入
り
か
ら
大
雨
が

続
き
ま
し
た
。
麦
の
刈
り
入
れ
と
重
な
り
、
一

部
収
穫
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
大
変
残
念
で
し

た
。
雨
に
濡
れ
た
麦
わ
ら
の
処
理
作
業
も
大
変

だ
っ
た
と
聞
き
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
と

悔
し
さ
を
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

町
災
害
対
策
会
議
も
大
雨
洪
水
警
報
の
中
で

開
催
し
ま
し
た
。
県
下
に
被
害
が
出
る
な
か
、

町
内
で
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
よ
り
安
全
安
心
な
町
に
す
る
た
め
に
、
今

後
も
加
勢
川
の
河
床
掘
削
な
ど
を
国
に
要
望
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

６
月
１
日
は
熊
本
県
町
村
会
正
副
会
長
と
総

務
省
幹
部
と
の
意
見
交
換
会
が
あ
り
、
地
方
の

諸
問
題
を
協
議
し
ま
し
た
。
町
進
出
企
業
連
絡

協
議
会
総
会
で
は
、
経
営
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、

最
近
の
人
手
不
足
の
状
況
を
伺
い
ま
し
た
。

意

輪

林　
　

一
昭　

様
（
上
島
）

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

嘉
島
西
小
学
校
児
童
一
同　

様　

　
　

平
成
27
年
６
月
19
日
現
在

一　

般　

寄　

付

６月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・回生会病院オープニングセレモニー
 ・庁内常会及び課長会議
 ・国会議員への陳情活動
２日 ・土地改良事業団体連合会九州協議会
３日 ・熊本県緑化推進委員会総会及び理事会
 ・自由民主党熊本県連大会
 ・益城クリーンセンター議会
４日 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・熊本県社会福祉協議会来庁応対
 ・上益城消防本部来庁応対　・農地水協議会総会
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
 ・熊本県地域医療構想検討専門委員会
５日 ・嘉島町議会第 2回定例会
 ・熊本県交通安全推進連盟理事会及び総会
 ・熊本さわやか長寿財団来庁応対　・やな開き
７日 ・第 39 回嘉島町一般男女バレーボール大会
８日 ・課長会議　・熊本さわやか長寿財団理事会
 ・熊本県市町村職員研修協議会来庁応対
 ・御船町長来庁応対
９日 ・熊本県町村会評議員会
10 日 ・熊本県社会福祉協議会理事会
 ・嘉島町教職員研修会
11 日 ・熊本ヴォルターズ代表来庁応対
 ・熊本中央広域事務協議会来庁応対
 ・熊本市社会福祉協議会来庁応対
 ・嘉島町災害対策会議及び水防協議会
12 日 ・国保中央会定期理事会
14 日 ・新球場建設連絡会発会式
15 日 ・課長会議　・松前重義記念館運営委員会
 ・熊本県建設技術センター定期評議員会
16 日 ・熊本県暴力追放運動推進センター定時評議員会
17 日 ・全国町村会正副会長会　・全国自治協会理事会
 ・全国町村職員生活協同組合理事会
 ・全国高速道路建設協議会第 51 回大会
 ・全国町村会理事会
18 日 ・熊本県農業信用基金協会役員推薦会
 ・熊本県さわやか長寿財団来庁応対
 ・御船町長来庁応対
 ・公益財団法人熊本県移植医療推進財団評議員会
19 日 ・九州電力熊本東営業所長来庁応対
 ・熊本県体育協会定時評議員会
 ・嘉島町進出企業連絡協議会総会
22 日 ・課長会議
 ・熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会
23 日 ・熊本県農地・農業振興課来庁応対
 ・社会を明るくする運動実施委員会
24 日 ・御船保健所来庁応対
 ・天然プール環境管理協議会総会
 ・熊本県市町村職員共済組合理事会及び組合会
25 日 ・上益城農業協同組合通常総代会
 ・熊本県社会福祉協議会トップセミナー
26 日 ・上益城広域連合臨時議会
 ・上益城地区国民健康保険連絡協議会総会
29 日 ・課長会議
 ・嘉島町まち・ひと・しごと創生本部第 2回会議
 ・熊本県「ふるさと・農地未来づくり運動」推進

本部会議
30 日 ・嘉島町年金者連盟総会
 ・熊本県農業信用基金協会理事会及び通常総会
 ・上益城地域振興局主要事業等説明会
 ・上益城郡町長定例会

嘉島町進出企業連絡協議会総会で。正面左から、富田新会長、
清永前会長、荒木町長、古川副会長

　

こ
の
た
び
、
左
記
の
方
々
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地

域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下

さ
い
。」
と
香
典
返
し
に
代
え
て

多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

奥
田　

久
幸　

様
（
上
六
嘉
）

　
　

亡　

マ
サ
ミ　

様

木
下　

京
子　

様
（
北
甘
木
）

　
　

亡　

確　

様

増
田　

月
美　

様
（
上
六
嘉
）

　
　

亡　

八
枝
子　

様

林　
　

一
昭　

様
（
上
島
）

　
　

亡　

露
子　

様

甲
斐　

成
文　

様
（
上
仲
間
）

　
　

亡　

登
美
子　

様

野
上　

ヨ
シ
子　

様
（
鯰
）

　
　

亡　

正
弘　

様

西
岡　

敏
春　

様
（
上
六
嘉
）

　
　

亡　

光
子　

様

山
内　

文
子　

様
（
下
六
嘉
）

　
　

亡　

修
一　

様

塚
野　

史
子　

様
（
下
六
嘉
）

　
　

亡　

孝
昭　

様
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嘉島町の人口動態
平成27年６月30日現在

（前月比）

人   口 9,220 人　

　男　　 4,430 人　

　女　　 4,790 人

世帯数　 3,410 世帯（＋ 4）

 

  
 
  

  

  「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係
に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のう
えsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

 

あいあいで遊ぶのが大好きです！
ご両親：江里口達也さん・文香さん（鯰）
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「
さ
な
ぶ
り
」
と
聞
い
て
ピ
ン
と

く
る
人
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

田
植
え
が
無
事
に
終
了
し
た
こ
と
を

感
謝
し
、
田
の
神
を
送
る
田
植
え
終

い
の
稲
作
儀
礼
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
さ
」は
豊
作
を
も
た
ら
す「
田
の
神
」、

又
は
田
植
え
そ
の
も
の
を
さ
す
と
も
。

５
月
の
こ
と
を
「
さ
つ
き
」
と
い
う

の
も
旧
暦
の
５
月
が
田
植
え
の
あ
る

月
だ
か
ら
と
か
。

　

大
雨
の
影
響
で
一
部
刈
り
取
り
で

き
な
か
っ
た
麦
の
分
も
、
秋
に
は
豊

作
と
な
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

（
係
）

江
里
口
　
寛
大
（
か
ん
た
）
く
ん

平
成
25
年
10
月
30
日
生

（＋10）

（± 0）

（＋10）

７月12日（日） 御船クリニック（御船町）
  ☎２８２－０１０６
７月19日（日） 熊本回生会病院（嘉島町）
  ☎２３７－１１３３
７月20日（月・祭） 泰泉堂牟田医院（御船町）
  ☎２８２－０２１６
７月26日（日） のぐち皮ふ科（嘉島町）
  ☎２３７－４１１２
８月  ２ 日（日） よしむら内科・循環器科（嘉島町）
  ☎２３５－７７７３
 古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０
８月  ９ 日（日） からしま小児科（嘉島町）
  ☎２３５－６３３３
８月16日（日） 田上皮ふ科クリニック（御船町）
  ☎２８１－１１１２

御船地区交通安全子ども自転車大会

　第49回交通安全子ども自転車大会が６月13日、御船町スポーツセンターで行われ、嘉島東・西小学校チームの２チームが
参加。学科テストとピンをジグザグに走行するコースなどが設けられた実技テストに挑みました。
　上位入賞こそなりませんでしたが、交通安全の知識と技術を学んだ児童。学校や家庭で交通安全リーダーとして活躍して
くれることでしょう。

嘉島東小学校チーム嘉島西小学校チーム


